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市
で
は
、
第
2
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目

標
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成
27
年
度
は
次
に
掲
げ
る
重
点
施
策
（
事

業
）
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
施
策
を
選
択
し
て
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や
社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
実
施
計
画
や

予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

～人と自然が織りなす　しあわせ交流都市　とうみ～

　実施計画とは、市の将来ビ
ジョンを総合的に示す「第2次
東御市総合計画」に定めた施
策を実施するために、具体的
な事業を明らかにした３カ年の
ローリング方式の短期的計画
です。
　第２次総合計画や平成27年
度実施計画（平成27 ～ 29年
度）については、市ホームペー
ジでご覧いただけます。

★市ホームページ
　http://www.city.tomi.

nagano.jp/

実施計画って何？

平成27年度 東 御 市 重 点 施 策
●問い合わせ先　企画財政課　企画政策係　☎64 －5893

基
本
目
標 

1

基
本
目
標 

2

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
存
す
る
ま
ち

安
全
、安
心
の

社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

▼
第
２
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定 

▼
10 

kW
以
上
の
地
上
設
置
型
太
陽

光
発
電
施
設
設
置
者
へ
の
適
正
化

指
導
事
業 

▼
住
宅
用
太
陽
光
発

電
施
設
導
入
補
助
事
業 
▼
事
業

所
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

融
資
利
子
補
給

▼
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設
事

業
の
推
進 

▼
生
ご
み
処
理
機
器
設

置
補
助
事
業

▼
日
向
が
丘
住
宅
団
地
建
設
関
連
事
業

▼
県
東
深
井
線
の
建
設
促
進
（
海
善

寺
～
曽
根
）
▼
実
施
調
査
計
画
に
基

づ
く
道
路
舗
装
等
修
繕
事
業

▼
石
綿
管
布
設
替
事
業
（
西
深
井
地

区
）
▼
水
道
施
設
長
寿
命
化
事
業 

▼
新
屋
配
水
池
施
設
防
災
強
化
事
業

▼
常
田
地
区
の
雨
水
浸
水
対
策
事
業
（
幹
線
・
支
線
排
水
路
）

▼
た
め
池
耐
震
化
事
業

地
の
利
を
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進

ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

安
全
・
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

水
道
水
の
安
定
供
給

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

ご
み
の
適
正
処
理
と

　
　
　
　 

減
量
・
資
源
化
の
推
進 
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基
本
目
標 

3

基
本
目
標 

6

基
本
目
標 

5

基
本
目
標 

4

子
供
も
大
人
も
輝
き
、人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

共
に
支
え
あ
い
、み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

▼
新
制
度
に
対
応
し
た
「
東
御
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
推
進 

▼
田
中
保
育
園
の
園
庭
芝
生
化
事
業

▼
学
校
施
設
、
非
構
造
部
材
耐
震
化
対
策
事
業
に
よ
る
安
全
の
確
保

▼
小
中
学
校
体
力
向
上
支
援
事
業

▼
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

▼
公
民
館
学
習
講
座
運
営 

▼
分
館
活
動
事
業

▼
地
域
づ
く
り
支
援
員
等
に
よ
る
活

動
支
援 

▼
小
学
校
区
単
位
の
地
域

づ
く
り
活
動
等
推
進
交
付
事
業

▼
市
民
活
動
団
体
等
の
活
動
支
援 

▼
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
交
付
事

業 
▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

▼
農
産
物
特
産
品
普
及
振
興
補
助
事
業

▼
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
産
地
形
成
事
業
（
御
堂
地
区
荒
廃

農
地
活
用
事
業
）
▼
貸
付
農
地
の
ネ
ッ
ト
公
開

▼
湯
の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致
関
連

事
業 

▼
海
野
宿
観
光
案
内
施
設
整
備
事
業 

▼
湯
の

丸
高
原
観
光
施
設
整
備
事
業

▼
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業 

▼
第
2
次
「
健
康
と
う
み
21
」
計
画
の
策
定

▼
支
え
合
い
台
帳
の
作
成

▼
介
護
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
強
化 

▼
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

よ
り
豊
か
な
幼
児
教
育
、保
育
の
実
践

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

東
御
市
版
総
合
戦
略
の
策
定

東
御
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
新
規
特
産
品
の
振
興

農
地
流
動
化
の
促
進
及
び
耕
作
放
棄
地
の
再
生

観
光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の
強
化 

生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
担
い
手
の
育
成

支
え
合
う
地
域
福
祉
づ
く
り
の
推
進

地
域
包
括
支
援
体
制
の
充
実

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を
育
む
教
育
の
推
進

学
校
と
家
庭
と
地
域
の
連
携
推
進

人
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
生
涯
学
習
の
推
進
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一
般
会
計
は
１
４
0
億
３
０
０
０
万
円

平
成
27
年
度
当
初
予
算

　

主
な
歳
入
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
か
ら
順
に
地
方
交

付
税
が
42
億
円
、
市
税
が

38
億
1
3
6
9
万
円
、
国
庫
支
出

金
が
13
億
4
2
2
2
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る

と
市
税
は
微
減
、
地
方
交
付
税
は

同
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
非
構
造
部

材
耐
震
補
強
整
備
事
業
や
日
向
が

丘
団
地
整
備
事
業
な
ど
の
建
設
事

業
に
つ
い
て
は
、
主
に
市
債
（
借

金
）
を
財
源
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

市
債
の
う
ち
、
全
国
防
災
事
業
債

1
億
2
4
0
0
万
円
、
公
営
住
宅

建
設
事
業
債
1
億
2
5
1
0
万
円

を
見
込
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
公

共
施
設
整
備
の
た
め
基
金
か
ら

3
億
5
0
0
0
万
円
の
繰
り
入
れ

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
行
財
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
最
大
限
取
り

組
む
と
と
も
に
事
業
評
価
制
度
な
ど
を
活
用
し
た
事
務
事
業
の
選
択
と

集
中
を
実
施
し
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
歳
入
に
つ
い
て
は
景
気
が
穏
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
市
税
及
び
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
手
堅
く
確
実
な
見
込
額
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
常
的
一
般
財
源
の
枠
配
分
と
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。
投
資
的
経
費

に
つ
い
て
は
懸
案
事
業
や
重
点
施
策
、
主
要
事
業
を
精
査
し
予
算
配
分

し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
一
般
会
計
が
1
4
0
億
3
0
0
0
万
円
（
対
前
年
度
比

5
・
8
％
減
）、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等
特
別
会
計
の
合
計
額
が

70
億
2
5
5
4
万
円
（
同
8
・
2
%
増
）、
公
営
企
業
会
計
（
収
益
的

支
出
と
資
本
的
支
出
の
合
計
）
の
水
道
事
業
会
計
で
11
億
3
1
1
2
万

円
（
4
・
3
％
減
）、
下
水
道
事
業
会
計
で
27
億
2
6
1
5
万
円
（
同

4
・
0
％
増
）、
病
院
事
業
会
計

で
27
億
5
2
5
9
万
円
（
同
2
・

3
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
の
23
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
推
移
は
下
図
の
と
お
り

で
す
。
27
年
度
の
一
般
会
計
は
23

年
度
に
比
べ
1
・
1
％
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　

27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
23
年
度
に
比
べ
26
・
3
％

増
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
23
年

度
に
比
べ
16
％
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
老
人
保
健
特
別
会
計
は
23

年
度
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

※
各
図
表
の
金
額
と
構
成
比
は
、

表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し

て
い
る
た
め
、
合
計
と
一
致
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

歳  
入

予
算
の
概
要

当
初
予
算
額
の
推
移

160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0

会計別当初予算額の推移 （単位：億円）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

一般会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

30.4 31.9 33.7 33.3

2.5 （廃止） 2.6 2.6 2.9
25.0 25.7 27.2 28.7

141.8 145.5 144.9 148.9

38.4

2.9
29.0

140.3

自主
財源
44.2％

依存
財源
55.8％

27.2％

9.1％

3.4％
3.2％
1.3％

29.9％

15.3％

6.2％
3.3％
1.1％

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
38億1,369万円

繰入金
（各基金から取崩して
一般会計に繰り入れるお金）
12億7,373万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税）
42億円

交付金
（地方消費税交付金や
地方特例交付金など）
4億5,620万円

地方譲与税 
（国から地方に譲与される税金）
1億6,000万円

国県支出金
（国や県からの補助金など）
21億4,739万円

市債
（市の借入金）
8億7,330万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（市営住宅使用料や施設
入所者の負担金など）
4億5,904万円

財産収入・繰越金等
（土地貸付収入やふるさと寄付金など）
1億7,550万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億7,115万円

（2015年 4月）市報とうみ 4



　

目
的
別
の
歳
出
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
か
ら
順
に
民
生
費
が

41
億
8
2
4
9
万
円
、
土
木
費
が

20
億
4
1
2
8
万
円
、
公
債
費
が

16
億
7
9
3
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
民
生
費
に
は
児
童
手
当
費

5
億
3
6
2
2
万
円
を
、
土
木

費
に
は
公
営
住
宅
建
設
事
業
費

2
億
4
1
5
0
万
円
を
、
公
債
費

に
は
市
債
償
還
元
金
（
経
常
分
）

14
億
9
1
0
4
万
円
を
予
算
化
し

ま
し
た
。
以
下
総
務
費
、
教
育
費
、

衛
生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
商
工

費
、消
防
費
、議
会
費
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

歳  

出

29.8％

14.5％

12.0％

11.3％

9.8％

8.5％

4.8％
4.6％

3.3％

1.1％
0.3％

民生費
（社会福祉などに）
41億8,249万円

その他
（災害復旧費、予備費）
4,410万円

土木費
（道路や河川などの整備に）
20億4,128万円

公債費
（市債の償還金などに）
16億7,930万円

議会費
（議会の運営などに）
1億5,549万円

総務費
（市民生活や市の管理などに）
15億8,169万円

教育費
（学校整備や社会教育などに）
13億7,572万円

衛生費
（保健医療や生活環境などに）
11億9,144万円

農林水産業費
（農林業の振興を図るための支援などに）
6億7,252万円

商工費
（商工業振興のための支援や観光振興などに）
6億4,506万円

消防費
（消防・防災対策などに）
4億6,091万円

一般会計及び特別会計　 （単位：万円、△マイナス）

会 計 名 称 平成27年度
予算額（Ａ）

平成26年度
予算額（Ｂ）

増　　　減
差引（Ａ）－（Ｂ） 率（％）

一 般 会 計 1,403,000 1,489,500 △86,500 △5.8

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 383,500 332,830 50,670 15.2

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 28,830 29,404 △574 △2.0

介 護 保 険 特 別 会 計 290,100 286,750 3,350 1.2

地 域 改 善 地 区
住 宅 改 修 資 金 等
貸 付 事 業 特 別 会 計

124 124 0 0.0

総　　額 2,105,554 2,138,608 △33,054 △1.5

公営企業会計　 （単位：万円、△マイナス）

会 計 名 称 平成27年度
予算額（Ａ）

平成26年度
予算額（Ｂ）

増　　　減
差引（Ａ）－（Ｂ） 率（％）

水道事業
会 計

収益的支出 71,183 74,307 △3,124 △4.2

資本的支出 41,929 43,863 △1,934 △4.4

計 113,112 118,170 △5,058 △4.3

下 水 道
事業会計

収益的支出 152,344 156,238 △3,894 △2.5

資本的支出 120,271 105,931 14,340 13.5

計 272,615 262,169 10,446 4.0

病院事業
会 計

収益的支出 237,496 239,541 △2,045 △0.9

資本的支出 37,763 29,579 8,184 27.7

計 275,259 269,120 6,139 2.3

平成27年度会計別総括表
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区　　　　分
平成27年度 平成26年度 増　　　減

予算額（Ａ） 構成比 予算額（B） 構成比 差引（Ａ）－（Ｂ） 率（％）

市 税 381,369 27.2 385,989 25.9 △4,620 △1.2

地 方 譲 与 税 16,000 1.1 15,800 1.1 200 1.3

利 子 割 交 付 金 500 0.0 500 0.0 0 0.0

配 当 割 交 付 金 1,000 0.1 700 0.1 300 42.9

株式等譲渡所得割交付金 100 0.0 10 0.0 90 900.0

地 方 消 費 税 交 付 金 40,000 2.9 40,000 2.7 0 0.0

ゴルフ場 利用税 交 付 金 900 0.1 900 0.1 0 0.0

自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,200 0.1 2,000 0.1 △800 △40.0

地 方 特 例 交 付 金 1,500 0.1 1,000 0.1 500 50.0

地 方 交 付 税 420,000 29.9 420,000 28.2 0 0.0

交通安全対策特別交付金 420 0.0 450 0.0 △30 △6.7

分 担 金 及 び 負 担 金 11,688 0.8 26,846 1.8 △15,158 △56.5

使 用 料 及 び 手 数 料 34,216 2.4 17,066 1.1 17,150 100.5

国 庫 支 出 金 134,222 9.6 166,585 11.2 △32,363 △19.4

県 支 出 金 80,517 5.7 74,669 5.0 5,848 7.8

財 産 収 入 10,841 0.8 10,853 0.7 △ 12 △0.1

寄 附 金 1,701 0.1 171 0.0 1,530 894.7

繰 入 金 127,373 9.1 112,846 7.6 14,527 12.9

繰 越 金 5,008 0.4 5,008 0.3 0 0.0

諸 収 入 47,115 3.4 46,227 3.1 888 1.9

市 債 87,330 6.2 161,880 10.9 △74,550 △46.1

合　　　　計 1,403,000 100.0 1,489,500 100.0 △86,500 △5.8

区　　　　分
平成27年度 平成26年度 増　　　減

予算額（Ａ） 構成比 予算額（B） 構成比 差引（Ａ）－（Ｂ） 率（％）

議 会 費 15,549 1.1 14,986 1.0 563 3.8

総 務 費 158,169 11.3 167,135 11.2 △8,966 △5.4

民 生 費 418,249 29.8 411,982 27.7 6267 1.5

衛 生 費 119,144 8.5 116,192 7.8 2,952 2.5

農 林 水 産 業 費 67,252 4.8 52,296 3.5 14,956 28.6

商 工 費 64,506 4.6 71,401 4.8 △6,895 △9.7

土 木 費 204,128 14.5 278,957 18.7 △74,829 △26.8

消 防 費 46,091 3.3 51,302 3.4 △5,211 △10.2

教 育 費 137,572 9.8 150,311 10.1 △12,739 △8.5

公 債 費 167,930 12.0 170,528 11.5 △2,598 △1.5

災 害 復 旧 費 410 0.0 410 0.0 0 0.0

予 備 費 4,000 0.3 4,000 0.3 0 0.0

合　　　　計 1,403,000 100.0 1,489,500 100.0 △86,500 △5.8

一般会計の内訳

歳　　入

歳　　出

（単位：万円、△マイナス）

（単位：万円、△マイナス）
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（
※
印
は
新
規
事
業
）

一般会計予算を市民一人あたりに換算し、家計簿に表してみました

●議会費
 議員報酬、手当等（19名分）........... 1億2,657万円

●総務費
※ シティプロモーション推進事業費 ........1,379万円
※ 湯の丸高原施設整備推進事業費 ........1,328万円
※ 長野県議会議員選挙費 ..........................1,256万円

●民生費
 児童手当費 ......................................... 5億3,622万円
 障害者自立支援介護給付費.......... 5億2,988万円 

保育所運営事業費（市立） .............. 3億7,571万円
※ 生活困窮者自立支援事業費..................1,024万円

●衛生費
 上田地域広域連合負担金（クリーンセンター分）  

 ................................................................ 2億3,662万円
 ごみ分別収集費 ................................ 1億0,655万円
 予防接種事業費 ........................................8,741万円

●農林水産業費
 中山間地域等直接支払制度費 ..... 1億0,376万円
※ 多面的機能支払交付金事業費 .............7,439万円

●問い合わせ先　企画財政課　財政係　☎64 －5901

　平成27年度の一般会計歳入歳出予算額（140億3,000万円）を基準に各科目を一般家庭の項目に置き換え
たものです（市民一人あたりの金額は、平成27年２月１日現在の人口30,925人で算出しました）。
　市の予算には様々な種類の歳入や歳出があり、一般的な家計簿とは内容が異なります。例えば「人件費」は、
経常的な必要経費として「食費」に置き換えました。目安としてご覧ください。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

 松くい虫防除対策事業費 .......................3,523万円

●商工費
 中小企業振興資金等預託金 ......... 2億5,000万円
 温泉施設指定管理委託料 ......................8,000万円
 交通システム運行費補助金 ...................5,833万円

●土木費
 公営住宅建設事業（日向が丘団地） ... 2億4,150万円
※ 社会資本整備総合交付金事業（道路舗装等修繕

事業） ...................................................................... 1億円
 小規模土木事業費 ....................................5,500万円

●消防費
 上田地域広域連合負担金（常備消防分）
  ................................................................ 3億2,272万円

●教育費
 小中学校修繕事業費（非構造部材耐震補強工事

等） ......................................................... 1億8,600万円
 体育施設及び中央公園等管理費
  ................................................................ 1億1,399万円
 文化会館指定管理委託料 ......................6,969万円

市の財政 家　計　簿 割　合

市　税 給　料 12万円 27.2％

使用料や負担金など 副収入 4万円 7.9％

国や県から交付される
お金

父母等から
の援助 22万円 49.6％

繰入金（特別会計や基
金から受け入れるお金）

貯金の取崩
し 4万円 9.1％

市債（市が長期間借り
入れるお金）

銀行などか
らの借入れ 3万円 6.2％

合　　　計 45万円 100.0％

市の財政 家　計　簿 割　合

人件費 食　費 7万円 15.0％

物件費、補助費等（旅費、消
耗品費、燃料費、委託料、補
助金などにかかるお金）

光熱水費、日
用品購入な
どの生活費

17万円 37.5％

扶助費（高齢者や障が
い者、子どもの福祉な
どにかかるお金）

医療介護費 6万円 13.3％

普通建設事業費、維持補修費
（道路や学校など施設の新
増設や補修にかかるお金）

自宅の増改
築、補修費 4万円 8.6％

公債費（市債の元金及
び利子の支払いにかか
るお金）

借金の返済 5万円 12.0％

繰出金、積立金など（一般会
計から他会計へ支出するお
金や基金に積み立てるお金）

子どもへの
仕送り、貯
金等

6万円 13.6％

合　　　計 45万円 100.0％

◆ ◆ ◆  収 入  ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  支 出  ◆ ◆ ◆
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市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の
「
発
生
主

義
」「
複
式
簿
記
」
等
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
財
務
書
類
を
作
成
し
、
今
ま
で
分

か
り
に
く
か
っ
た
財
産
及
び
借
金
の
状
況

や
ソ
フ
ト
事
業
に
使
っ
た
費
用
な
ど
を
公

表
す
る
取
り
組
み
を
平
成
20
年
度
決
算
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
務
書
類
に
は
、「
貸
借
対
照
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」
や
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」、「
純
資
産
変
動
計
算
書
」、「
資

金
収
支
計
算
書
」
の
4
種
類
が
あ
り
、
資

産
（
道
路
や
公
共
施
設
等
の
財
産
）
や
負

債
（
資
産
を
形
成
す
る
た
め
の
借
金
）
の

状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、「
貸
借
対
照
表
」
と
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
書
類
の
作
成
範
囲
は
市
の

各
種
会
計
に
加
え
、
土
地
開
発
公
社
な
ど

関
係
団
体
を
含
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
26
年
3
月

31
日
現
在
人
口
の
3
万
9
9
7
人
で
計
算

し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の
資
産
に

対
す
る
負
債
及
び
負
担
済
み
の
純
資
産
の

3
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
上
表
を
市
民

1
人
当
た
り
に
す
る
と
、
右
表
の
と
お
り

1
人
当
た
り
3
6
9
万
円
の
財
産
が
あ
り
、

そ
れ
を
調
達
す
る
に
あ
た
り
1
4
0
万
円

が
借
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の

世
代
が
残
し
て
い
る
純
資
産
も
2
2
9
万

円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
投
資
等
が
前
年
度
と
比
較
し

23
億
1
0
0
0
万
円
減
少
し
た
主
な
要
因

は
、
土
地
開
発
公
社
の
２
号
業
務
※
廃
止

に
伴
う
事
業
土
地
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

※
₂
号
業
務　

住
宅
団
地
や
工
業
用
地
の

分
譲
な
ど
、
公
社
で
独
自
に
行
っ
て
き

た
業
務
。

連結貸借対照表（バランスシート）
◆資産の部
これまで積み上げてきた財産

１． 公共資産
 道路や施設など

２． 投資等
 出資金や貸付金、
 基金など

３． 流動資産
 現金、預金など

４． 繰延勘定

◆負債の部
これからの世代が負担する金額（借金）

１． 固定負債
 地方債、
 引当金など

２． 流動負債
 翌年度返済
 地方債、
 短期借入金など

負債の部　計 （A）

983億円
（2億1,900万円）

85億2,600万円
（△23億1,000万円）

74億1,700万円
（5億4,500万円）

9,200万円
（△3,400万円）

389億4,100万円
（28億8,000万円）

43億1,500万円
（△27億6,700万円）

432億5,600万円
（1億1,300万円）

◆純資産の部
国・県の補助金や現在までの世代が
負担した金額

純資産の部　計 （B）

負債及び純資産合計
　　　（A）＋（B）

710億7,900万円
（△16億9,300万円）

1,143億3,500万円
（△15億8,000万円）

資産合計 1,143億3,500万円
（△15億8,000万円）

※単位百万円を基本とし、端数の関係で合計が相違する場合があります。

※カッコ内は対前年度増減額。 
　△はマイナス。

新
し
い
公
会
計
制
度
に
よ
る

　
　
　
分
析
指
標
を
公
表
し
ま
す

平
成
25
年
度
決
算

市民1人当たりの…

※カッコ内は対前年度増減額。 △はマイナス。

資　産	（財産）
	 369万円
	 （△₂万円）

負　債	（借金）
	 140万円
	 （₂万円）

純資産
	 229万円
	 （△₄万円）

貸
借
対
照
表
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産
形
成
に

結
び
付
か
な
い
行
政
等
の
運
営
費
用
を
分

析
す
る
た
め
の
財
務
書
類
で
す
。
最
も
大

き
い
コ
ス
ト
は
社
会
保
障
給
付
や
各
種
団

体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
移
転
支
出
的
な

コ
ス
ト
で
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
割
合
を

高
め
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
い
の
は
物
に

か
か
る
コ
ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
減
価
償
却

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道

路
や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
資
産

価
値
が
目
減
り
し
た
分
を
コ
ス
ト
と
し
て

と
ら
え
た
も
の
で
す
。

○
将
来
世
代
負
担
比
率
（
地
方
債
残
高
÷

公
共
資
産
）

39
・
8
％（
前
年
度
比
3
・
4
ポ
イ
ン
ト
増
）

　

道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
は
将
来

世
代
の
方
も
利
用
す
る
施
設
で
す
の
で
、

建
設
の
一
部
費
用
を
負
担
い
た
だ
く
割
合

を
示
し
て
い
ま
す
。
東
御
市
の
比
率
は
、

39
・
8
％
で
平
均
的
な
値
（
平
均
値
15
～

40
％
※
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
将
来
世
代
の
負
担
が
過
大
に

な
ら
な
い
よ
う
公
共
施
設
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

○
歳
入
額
対
資
産
比
率
（
資
産
合
計
÷
歳

入
総
額
）

2
・
9
ポ
イ
ン
ト
（
前
年
度
比
1
・
2
減
）

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
表

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
成
さ
れ
た
資

産
は
何
年
分
の
歳
入
に
あ
た
る
か
を
示
し

て
い
ま
す
。
東
御
市
は
2
・
9
年
分
の
歳

入
に
相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
1
・

2
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
概
ね

平
均
的
な
値
（
3・0
～
7・0
※
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率
（
経
常

行
政
コ
ス
ト
÷
公
共
資
産
）

29
・
0
%（
前
年
度
比
3
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
）

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
と

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資
産
の
割
合
を

み
る
こ
と
で
、
財
源
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

分
か
り
ま
す
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、

一
方
で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
も
大
切
で

す
。
前
年
度
よ
り
3
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
社
会
保
障
給
付

等
の
ソ
フ
ト
事
業
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
（
平
均
値
10
～
30
％

※
）。

※
指
標
及
び
平
均
値
は
、「
新
地
方
公
会

計
制
度
の
徹
底
解
説
」（
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
編
著
）
か
ら
抜
粋

　

東
御
市
の
借
金
は
、
連
結
貸
借
対
照
表

の
と
お
り
4
3
2
億
5
6
0
0
万
円
で
す
。

し
か
し
、
今
後
借
金
の
返
済
に
対
し
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
が

2
0
5
億
9
9
0
0
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、

実
質
的
な
借
金
は
2
2
6
億
5
7
0
0
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
1
人
当

た
り
約
73
万
円
（
対
前
年
度
1
万
円
増
）

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
財
産
も
市
民
1

人
当
た
り
約
3
6
9
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、

将
来
世
代
へ
過
大
な
借
金
を
残
し
て
い
る

状
況
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分
か
る
説
明

用
の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

財
政
係

　

☎
64

－

５
９
０
１

連結行政コスト計算書

B経常収益（行政サービス等の利用による使用料、手数料など）
 111億3,900万円（9億9,500万円）
C純経常行政コスト（A － B）
 173億2,300万円（22億600万円）

284億6,200万円
（32億100万円）

A
経常行政コスト

①人にかかるコスト
　（職員の給与など）
　43億3,100万円
　（△3億4,800万円）

④その他のコスト
　（借入利息等）
　34億7,200万円
　（10億6,100万円）

②物にかかるコスト
　（物品や修繕、光熱費、
　　　　減価償却費等）
　75億5,000万円
　（1億200万円）

③移転支出的なコスト
　（社会保障給付や
　　一部事務組合繰出金等）
　131億900万円
　（23億8,600万円）

※カッコ内は対前年度増減額。△はマイナス。

46.1％ 26.5％

15.2％
12.2％

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

分
析
指
標

実
質
的
な
負
債

（
借
金
）の
状
況
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小
学
校
区

単
位
に
1
地

区
1
公
立
保

育
園
を
配
置

す
る
計
画
に

基
づ
き
、
保

育
園
の
統

合
・
改
築
を

進
め
た
結
果
、

市
内
で
は
認

可
保
育
園
が

6
園
（
市
立

5
園
・
私
立

1
園
）、
私
立
幼
稚
園
が
1
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
ま
で
待
機
児
童
は
な
く
、

保
育
施
設
は
充
足
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
25
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
東
御
市
は
子
育
て
し
や
す

い
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
回
答
者
の
約

3
分
の
2
が
「
子
育
て
し
や
す
い
」
ま
た

は
「
ふ
つ
う
」
と
答
え
、
一
定
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
子
育
て
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
回
答

者
の
約
半
数
が
「
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両

立
が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備
」
と
答
え
、

女
性
の
社
会
進
出
や
核
家
族
化
が
進
む
状

況
の
中
で
は
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　　

上
位
計
画
と
な
る
第
2
次
東
御
市
総
合

計
画
の
基
本
目
標
、
政
策
、
施
策
を
本
計

画
の
体
系
に
適
用
し
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
は
「
子
ど
も
も
大
人
も
輝
き
、

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
」。
こ
の
考
え
方

に
基
づ
き
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
」「
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
が
育
つ
ま
ち
を

目
指
す
」
と
い
う
2
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

「
子
育
て
支
援
の
核
と
な
る
セ
ン
タ
ー
機

能
の
充
実
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
体

東
御
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
64

－

５
８
１
４

　
女
性
の
社
会
進
出
や
、
核
家
族
化
な
ど
を
背
景
に
少
子

化
が
進
む
今
、
地
域
全
体
・
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て

る
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
」

が
平
成
24
年
に
制
定
さ
れ
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
質

と
量
の
向
上
や
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
な

ど
を
進
め
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
、
今

年
度
か
ら
全
国
の
市
町
村
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
で
も
、
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
い
、
こ
の
度
「
東
御
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
本
計
画

を
基
に
4
月
か
ら
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

子ども・子育て支援事業計画とは
　子ども・子育て支援事業計画は、５年間
の計画期間における幼児期の教育や保育、
地域の子育て支援に関する需給計画です。
　子ども・子育て支援法に基づく事業を、
地域のニーズに合わせて計画的に進めるた
め、市では子育て世帯を対象としたアン
ケート調査や市子育て支援審議会での審議、
パブリックコメントなどを行い、27年度
を初年度とする本計画を策定しました。
　なお、本市においては、子ども子育て関
連三法や児童福祉法だけにとらわれない総
合的な視野で子育て支援策を実施するため、
「第２次東御市総合計画」を上位計画とし、
「東御市教育計画」との整合性を図りなが
ら、既存の「東御市次世代育成支援対策行
動計画（後期計画）」の内容を加味した計
画となっています。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

東御市　子ども・子育て支援事業計画 検索

子
育
て
を
巡
る

東
御
市
の
現
状
と
課
題

計
画
の
概
要

（表1）子育て世代が必要と思うこと（上位5つ）
就学前児童がいる世帯 順位 小学校1・2年生がいる世帯

仕事と家庭生活の両立ができ
る労働環境の整備（49.7％） ① 仕事と家庭生活の両立ができ

る労働環境の整備（48.3％）

地域における子育て支援の充実
（一時預かり、育児相談等）（33.7％） ② 子どもの教育環境の充実

（39.6％）

保育サービスの充実（32.2％） ③ 子育てしやすい住居、まちの環
境面での充実（34.7％）

子育てしやすい住居、まちの環
境面での充実（32.0％） ④ 地域における子育て支援の充実

（一時預かり、育児相談等）（27.4％）

子どもの教育環境の充実
（28.0％） ⑤ 子どもを対象とした犯罪・事故

の軽減（25.8％）
※カッコ内は、回答者の割合。

田中保育園新園舎
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制
の
構
築
」「
発
達
特
性
を
も
つ
子
ど
も

へ
の
早
期
療
育
支
援
体
制
の
構
築
」「
よ

り
豊
か
な
幼
児
教
育
、保
育
の
実
践
」「
子

ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心
な
居
場
所
づ
く

り
」「
生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進
」

の
6
つ
の
基
本
施
策
を
設
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
2
で
は
、
主
な
事
業
（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
適
用
）
の
今
後
の
方

向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
す
べ
て

の
市
民
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
社
会
全

体
の
問
題
と
し
て
認
識
し
関
与
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
市
民
、
地
域
、
事
業

者
を
は
じ
め
社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育

て
に
か
か
わ
る
と
い
う
意
識
づ
く
り
に
向

け
て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
理

解
を
深
め
、
連
携
・
協
力
を
図
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
に
お
け
る
施
策
・
事
業
は
、

保
健
・
福
祉
関
係
部
局
、
教
育
関
係
部
局

な
ど
、
様
々
な
部
局
に
及
び
ま
す
。
市
民

に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
関
係
各
部
局
の
役
割
分
担

と
連
携
に
よ
り
、
施
策
の
効
果
的
な
推
進

を
図
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）

に
基
づ
き
、
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

定
期
的
な
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
2
次
東
御
市

総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
検

討
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
変
更
等
の
措

置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
推
進

（表2）主な事業の方向性（平成27～31年度） （子ども・子育て支援法適用事業のみ掲載）

類　型 事　　業 今後の方向性

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

施
設
型
給
付

（
県
が
認
可
）

公立幼稚園、新制度への移行を選択する私立幼稚園、
公立認可保育所、（新たな）幼保連携型認定こども園、
幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園、地方
裁量型認定こども園

市では認定こども園を設置せず、現行の保育所 6カ所
（市立 5＋私立 1）を維持し、幼児教育も考慮した保
育所運営を行う。また、私立幼稚園が認定こども園へ
の移行を希望する場合は、その支援を行う。

地
域
型
保
育
給
付

（
市
が
認
可
）

小規模保育（注１）
認可外保育所からの移行を含め、今後のニーズ等を踏
まえながら実施。

家庭的保育（注２） 今後必要に応じて検討。

居宅訪問型保育（ベビーシッター） 今後必要に応じて検討。

事業所内保育 今後必要に応じて検討。

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

利用者支援（新規）（注３）
東部子育て支援センターで行っている相談・支援業務
等を充実強化する形で実施。

地域子育て支援拠点事業（注４） 東部・北御牧の両子育て支援センターで実施。

妊婦健診 内容の充実を図りながら、現行体制で実施。

乳児家庭全戸訪問事業 内容の充実を図りながら、現行体制で実施。

養育支援訪問事業等
内容の充実を図りながら、現行体制で実施。対象者が
見込み以上の場合は、関係機関と連携して対応。

子育て短期支援事業（注５） 今後必要に応じて対応。

ファミリーサポートセンター事業（注６）
現在、利用者の減少により休止しているが、状況に応
じて再構築を検討。

一時預かり
６保育所（対象：未就園児）、１幼稚園（対象：在園児）
で実施。

延長保育事業 ６保育所で実施。

病児病後児保育事業 ２保育所で実施。

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 現在、低学年を優先して 4カ所で実施。

実費徴収に係る補足給付を行う事業（新規） 当面実施予定なし。

多様な主体が本制度に参入することを促進するための
事業（新規）

当面実施予定なし。

（注1）	定員6～19人の比較的小規模な集団で保育を提供するサービス。
（注2）	保育者の居宅などにおいて、5人以下の0～2歳児を対象に保育を提供するサービス。
（注3）	教育・保育施設や地域の子育て支援事業等の情報提供及び相談・助言等を行うとともに、関係機関との連絡調整などを実施する新規事業。
（注4）	現在の「すくすくひろば」と「みまき未来館」の運営に該当する事業。
（注5）	保護者の疾病等により、家庭での養育を受けることが一時的に困難になった児童を児童養護施設等に入所させ必要な保護を行う事業。
（注6）	子育て中の保護者を会員として、子育ての手助けがほしい人、子育てのお手伝いをしたい人、両方を兼ねる人が登録し、子育ての相互援助活動を行う事業。
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旧
北
国
街
道
海
野
宿
の
さ
ら
な
る
観
光
振

興
を
図
る
た
め
、
市
で
は
4
月
1
日
か
ら
海

野
宿
周
辺
の
既
存
の
駐
車
場
2
カ
所
を
無
料

化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い

た
だ
く
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
、
新

た
な
駐
車
場
を
海
野
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
新
設

し
、
4
月
1
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
元
で
も
、
海
野
宿
ひ
な
祭
り
の
開
催
な

ど
の
新
た
な
試
み
を
実
施
し
、
海
野
宿
の
魅

力
の
発
信
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
訪
れ
や
す
く
な
っ
た
海
野

宿
に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

駐車可能台数

海野宿第₁駐車場
（旧海野宿駐車場）

普通車29台、
車いす用₂台、
二輪車用₁カ所

海野宿第₂駐車場
（平成27年₄月新設）

大型車₅台、普通車60台、
車いす用₂台、
二輪車用₁カ所

海野宿第₃駐車場
（旧海野宿中島駐車場）

大型車15台

18
和 海野宿入口

海
野
宿
橋P

PP

しなの鉄道至大屋 至田中

白鳥神社

海野保育園

うんのわ

第 1駐車場

第 2駐車場

第 3駐車場
大型車専用

普通車専用

New

使用料 利用時間無料 午前₈時～午後₅時

●
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課　

観
光
係　

☎
67

－

１
０
３
４ ▲新設した海野宿第₂駐車場

駐
車
場
の
新
設
・
無
料
化
で

　
海
野
宿
観
光
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
！

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
東
御
市
公
式
ペ
ー
ジ

本
格
運
用
開
始
！

　

市
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
用
い
た
情
報

発
信
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
昨
年

10
月
に
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
の
公
式
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
試
験
運
用
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
新
た
な
情
報
発
信
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
判
断
で
き
た
こ
と
か

ら
、
4
月
1
日
よ
り
本
格
運
用
を
始
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
東
御
市
公
式
ペ
ー
ジ
で

は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
子
育
て

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課　

広
報
統
計
係　

☎
64

－

５
８
０
６

市
の
身
近
な
話
題
を発信

し
ま
す

の
分
野
を
中
心
と
し
た
行
政
情
報
な
ど
を

掲
載
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
話
題

を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
情
報
発
信
手
段
と
し

て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
面
の
間
は
、
コ
メ
ン
ト
へ
の
回

答
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録

し
て
い
な
い
方
で
も
閲
覧
は
可
能
で
す
が
、

登
録
す
る
と
市
の
投
稿
に
対
し
て
「
い
い

ね
！
」
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
い
い
ね
！
」
が
付
い
た
投
稿
は
、
登
録

者
の
友
達
に
も
共
有
さ
れ
、
こ
れ
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
で
情
報
は
さ
ら
に
拡
散
し

て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
の

投
稿
に
「
い
い

ね
！
」
を
付
け

て
、
東
御
の
魅

力
を
広
め
ま

し
ょ
う
。

「
い
い
ね
！
」
で

東
御
の
魅
力
を
広
め
よ
う

https://www.facebook.com/tomicity.sns

（2015年 4月）市報とうみ 12



基準額33万円 ＋ 24.5万円 × 被保険者 以下 基準額33万円 ＋ 45万円 × 被保険者 以下

基準額33万円 ＋ 26 万円 × 被保険者 以下 基準額33万円 ＋ 47万円 × 被保険者 以下

国民健康保険税の賦課限度額、
軽減措置が改正されました

平成27年度
課税分から適用

　所得に応じた国保税の納付となるように賦課限度額
が引き上げられました（右表）。

　世帯の前年の所得が決められた所得基準を下回っている場合は、所得に応じて国保税の均等割額（１人当たり）と
平等割額（１世帯当たり）の 7 割・5 割・2 割が軽減されます。
　今回の改正により、5 割軽減と 2 割軽減の基準となる所得額が経済動向等を踏まえ見直されました。

◆国保税の賦課限度額が
　引き上げられました

◆低所得者への国保税の軽減判定所得が見直されました

【５ 割軽減の所得基準の拡大】 【2割軽減の所得基準の拡大】

　平成27年度税制改正に伴い、国民健康保険税（以下「国保税」）の賦課限度額及び軽減措置が見直され、今年度
課税分から次のとおり改正となりました。

「平成27年度国保税納税通知書」については、₆月中旬に世帯主様へ送付いたします。

国保税の賦課限度額

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

改 正 前 5 1 万 円 1 6 万 円 1 4 万 円

改 正 後 ５ 2万円 1 7万円 1 6万円

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎75 －8810

改正前 改正前

改正後 改正後

国
保
税
額

所　得

経済動向等を踏まえた見直しにより拡大

国保税水準の抑制

低所得者保険料軽減判定所得の見直し

中間所得層の加入者の負担に配慮
賦課限度額の引き上げ

7割軽減
5割軽減

2割軽減
応益分
（1人当たり、1世帯当たりに係る部分）

応能分
（所得や資産に応じた部分）

国保税額軽減の概要

市報とうみ（2015年 4月）13



原動機付自転車
二 輪 車  等

軽自動車税率
引上げ延期のお知らせ

　二輪車等の軽自動車税の税率を平成 27 年度から引上げる予定でした
が、1 年間延期し、28 年度分から新税率を適用することになりました。

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎ 62 － 1111（代表）

原動機付自転車及び二輪車等の税率
車　　　　種 現行の税率（平成27年度まで） 新税率（平成28年度以降）

原動機付自転車

50cc以下 1 , 0 0 0 円 2 , 0 0 0円
50cc超～90cc以下 1 , 2 0 0 円 2 , 0 0 0円
90cc超～125cc以下 1 , 6 0 0 円 2 , 4 0 0円
ミニカー 2 , 5 0 0 円 3 , 7 0 0円

小型特殊自動車
農耕作業用（トラクター等） 1 , 6 0 0 円 2 , 4 0 0円
その他（フォークリフト等） 4 , 7 0 0 円 5 , 9 0 0円

軽自動車
二輪（125cc超～250cc以下） 2 , 4 0 0 円 3 , 6 0 0円
雪上車 2 , 4 0 0 円 3 , 6 0 0円

二輪の小型自動車 250cc超 4 , 0 0 0 円 6 , 0 0 0円

　「
本
人
通
知
制
度
」
は
、
事
前
に
登
録
し
た
方
の
戸
籍
や
住
民
票
を
第
三
者
に
交
付
し

た
際
に
、
本
人
宛
に
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。

　
本
制
度
で
は
こ
れ
ま
で
、
登
録
後
3
年
間
の
有
効
期
限
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
こ
れ
を
廃
止
し
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
を
含
め
、
更
新
（
再
登
録
）
手
続
き

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
戸
籍
等
の
不
正
取
得
に
よ
る
犯
罪
や
人
権
侵
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

第三者本人（登録者）

①事前登録 ②交付請求 「
本
人
通
知
制
度
」の

更
新
手
続
き
が
不
要
に
な
り
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

本
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
市

民
課
市
民
係
窓
口
で
登
録
の
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
で
き
る
方

　

市
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
ま
た
は
本
籍

の
あ
る
方

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◦
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

◦
委
任
状
（
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
）

登
録
手
続
き

戸籍謄本

住民票

東御市役所 ③交　付④本人通知
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交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち

～
東
御
市
交
通
少
年
団
の
活
動
～

　

東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内
の
小
学

校
5
・
6
年
生
50
名
（
各
校
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
5
年
生
5
名
、
6
年
生
5
名
）
で
構
成

さ
れ
、
交
通
安
全
の
啓
発
を
目
的
に
、
上

田
交
通
安
全
協
会
東
御
部
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
小
学
校
や
地
域
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
レ
タ
ー
を
手
渡
す
「
交
通
安
全
レ
タ
ー

作
戦
」
や
、
夜
間
の
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
の
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン
コ
作

戦
」、
交
通
安
全
関
係
施
設
等
の
視
察
研

修
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
交
通
ル
ー
ル
の
重
要
性
や
事
故
の
恐

ろ
し
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

少
年
団
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
や
見
学

で
き
る
施
設
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
団
員
に

と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
他
校
の
児
童
と
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
2
年
間
活
動
に
参
加
し
た
平

成
26
年
度
団
長
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
作
文
を
読
ん
で
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
た
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
交
通
少
年
団
の

一
員
と
な
り
活
躍
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　

私
が
交
通
少
年
団
で
が
ん
ば
っ
た
事
、

楽
し
か
っ
た
事
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
夏
に
道
の
駅
で
や
っ
た
交
通

安
全
の
呼
び
か
け
で
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
な

ど
を
み
ん
な
で
配
っ
て
い
る
と
、
お
ば
あ
さ

ん
達
が
、「
暑
い
中
が
ん
ば
っ
て
る
ね
」
と

言
っ
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
く
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
お
話
し
で
き
た
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

2
つ
目
は
、
交
通
少
年
団
の
研
修
で
高

速
道
路
の
監
視
を
し
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
で
見
回
り
を
し
た
り
し
て
い
る
所
に

行
っ
た
事
で
す
。
黄
色
い
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

と
、
普
通
の
車
と
同
じ
よ
う
な
外
見
の
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
普
通
の

車
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
は
、
助
手

席
の
足
元
に
あ
る
ペ
ダ
ル
を
ふ
む
と
車
の

上
の
部
分
に
ラ
ン
プ
が
出
ま
し
た
。
ボ
タ

ン
で
、「
右
側
へ
行
け
」
や
「
こ
の
先
渋
滞
」

な
ど
の
文
字
が
車
の
後
ろ
の
ラ
ン
プ
に
表

示
さ
れ
ま
し
た
。
高
速
道
路
の
安
全
を
毎

日
守
っ
て
い
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

2
年
間
交
通
少
年
団
を
や
っ
て
、
交
通

安
全
の
大
切
さ
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

中
学
に
行
っ
て
も
、
学
ん
だ
事
を
思
い
出

し
て
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

「
交
通
少
年
団
の
思
い
出
」

平
成
26
年
度
団
長

田
中
小
学
校　

瀬せ
　
じ
も下　

南み
な

海み

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

生
活
安
全
係　

☎
64

－

５
８
９
６

目指せ

▲ドライバーに交通安全レターを渡す団員

▲高速道路のパトロールカーを間近で見学

　

市
が
昨
年
12
月
か
ら
改
修
工
事
を
進
め

て
い
た
東
御
中
央
公
園
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り

台
が
完
成
し
、
3
月
24
日
か
ら
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
は
、
低
年
齢
の
子
ど
も

の
利
用
に
も
配
慮
し
て
、
大
小
2
本
の

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
（
大
＝
高
さ
5
・
2
ｍ
、

延
長
24
・
6
ｍ
、
小
＝
高
さ
1
・
6
ｍ
、
延

長
11
・
8
ｍ
）
を
設
け
た
ほ
か
、
市
特
産

の
く
る
み
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
東
御
市

ら
し
さ
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
竣
工
を
祝
っ
た
後
、
田
中
保
育

園
と
祢
津
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
滑
り
初

め
を
し
ま
し
た
。

中
央
公
園

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

市報とうみ（2015年 4月）15



会の活動が始まります
　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
市
内
の
各
区
・
地
区
で
は
子

ど
も
会
・
育
成
会
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
・
育
成
会
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
家
庭
で
は
で
き
な
い

体
験
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
伝
統
行
事
の
ほ
か
、
魚
つ
か
み
、
史
跡
め

ぐ
り
な
ど
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
活
動
、
調
理
や
工
作
な
ど
の
創
作

活
動
、
球
技
大
会
、
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
さ
ら
に
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
様
々
な
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
中
で
、
異
年
齢
・
異
世
代
の
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
は

心
を
豊
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
、
頑
張
っ
た
り
、
力
を

出
し
切
っ
た
り
、
思
い
っ
き
り
楽
し
む
こ
と
は
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
会
で
は
「
す
も
う
大
会
」「
川

遊
び
」「
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う
会
」
が

3
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。「
わ
い
わ
い

遊
ぼ
う
会
」
で
は
、
毎
年
手
作
り
の

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
出
ま

す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
ス
ラ
イ
ム
、
魚

釣
り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
な
ど
、
子
ど
も

達
は
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
縦
割

り
の
グ
ル
ー
プ
で
回
り
ま
す
。「
ど

れ
も
楽
し
い
！
」
と
子
ど
も
達
は
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

本
会
で
は
6
月
に
「
祢
津
っ
こ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
10
月
に
「
ミ

ニ
駅
伝
大
会
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
駅
伝
は
、
昨
年
30
回
目
に

な
り
ま
し
た
。
記
念
大
会
と
い
う
こ

と
で
子
ど
も
チ
ー
ム
に
加
え
、
保
護

者
チ
ー
ム
も
参
加
。
地
元
企
業
の
現

役
駅
伝
選
手
の
伴
走
も
行
わ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
大
会
が

無
事
運
営
で
き
る
の
も
、
沿
道
で
応

援
す
る
皆
様
、
交
通
安
全
の
旗
振
り

を
務
め
る
地
域
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
会
で
は
、「
通
学
合
宿
」「
ふ
し

ぎ
発
見
」「
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
塾
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
学
合
宿

は
昨
年
に
引
き
続
き
大
盛
況
で
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
塾
」
で
は
、
公

民
館
で
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
12
月
に
は
「
お
金
の
上
手

な
使
い
方
」
を
学
び
、
子
ど
も
達
か

ら
は
お
年
玉
を
前
に
と
て
も
役
に

立
っ
た
と
い
う
感
想
を
も
ら
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
多
く
の
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う
会
」

「
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

「
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
塾
」

田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
第
４
部
会

会
長　

柳や
な
ぎ
さ
わ澤　

一か
ず
ま馬

会
長　

別べ
っ
ぷ府　

英ひ
で
の
り宣

部
会
長　

後ご
と
う藤　

富ふ

み

お

美
男

▶
輪
投
げ

▶
ミ
ニ
駅
伝
大
会

▶
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
塾

おらほの子ども
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新学期、子ども会・育成

　

4
月
は
進
級
・
進
学
の
時
期
で
す
。
児
童
・

生
徒
は
希
望
い
っ
ぱ
い
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

登
校
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
例
年
不
審
者
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
が
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
合
せ
て
、
散
歩

や
水
や
り
を
し
て
通
学
路
の
安
全
に
気
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
会
安
全
共
済
会
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活
動
中
に
生

じ
た
事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞
金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
、
会
費
を
全
額
補
助
し
、
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
加
入
手
続
き
は
、
各
区
の
育
成

会
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
の
窓
口
は
、
単
位
区
の
育
成
会
長
で
す
。

な
お
、加
入
の
際
に
は
、氏
名
、年
齢
、行
事
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
育
成
会
の
活
動
中
の
ケ
ガ

◦
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復
途
中
の
ケ
ガ

◦
事
前
会
議
・
練
習
中
の
ケ
ガ
等

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
課　

青
少
年
教
育
係　

☎
64

－

５
９
０
６

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を

　
　
　
　
　

見
守
っ
て
く
だ
さ
い

　

本
会
で
は
、
川
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
体
を
動
か
す
体
験
と
、
地

域
の
文
化
に
触
れ
る
「
史
跡
め
ぐ

り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
史
跡
め
ぐ

り
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
「
東
御

市
全
地
域
を
知
ろ
う
」
と
い
う
目
標

を
持
っ
て
北
御
牧
地
区
、
祢
津
地
区
、

滋
野
地
区
、
田
中
地
区
、
和
地
区
の

５
地
区
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
地
域
の

講
師
の
先
生
方
か
ら
勉
強
に
な
る
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
今
年
は

新
し
い
企
画
を
計
画
中
で
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

本
会
で
は
夏
に
「
ふ
し
ぎ
発
見
」、

秋
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
学
習
」
は
和
コ

ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
文

化
祭
の
中
の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
育
成
会
の
役

員
、
和
小
学
校
の
5
・
6
年
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
工
作
や
様
々
な
も
の

づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加

者
に
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
学
生
も
人
の
役

に
立
つ
経
験
を
し
て
成
長
し
ま
す
。

「
歴
史
め
ぐ
り
」

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長　

渡わ
た
な
べ辺　

正ま
さ
き喜

会
長　

山や
ま
ざ
き嵜　

義よ
し
と人

▶
史
跡
め
ぐ
り

▶
知
恵
の
輪
づ
く
り

活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

加
入
手
続
き

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の

地域で育てよう
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

  

岩
橋
　
輝
明

副
参
事

  

柳
沢
　
和
子

平成27年度 東御市の組織一覧です
4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。
多岐にわたる環境対策や生活相談に対応するため、「生活環境課」を新設しました。

市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
秘
書
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

樋
沢
　
　
聡

織
田
　
秀
雄

（
防
災
係
長
兼
務
）

清
水
　
　
誠

中
村
　
昌
彦

小
林
　
秀
行

重
田
　
雄
一

井
上
　
祐
一 

上
原
　
代
夫

深
井
　
芳
信

赤
尾
　
秀
彦

寺
田
　
嘉
彦

林
　
　
昌
男

小
森
　
忠
久

渋
谷
　
隆
志

柳
澤
　
　
亮

花
岡
　
清
一

早
川
み
ど
り

（
人
権
同
和
政
策
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

岩
下
　
雄
司

高
橋
富
士
子

秘
書
係
長

井
出
　
政
之

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

翠
川
　
洋
子

新
納
　
郁
子

（
地
域
連
携
科
長
兼
務
）

川
瀬
　
泰
弘

伊
藤
　
通
敏

高
橋
　
茂
雄

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

森
山
　
悦
代

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

武
田
　
英
俊

坂
口
　
光
枝

早
川
み
ど
り

瀬
下
　
澄
仁

山
内
　
智
晴

堀
田
　
雄
二

井
澤
　
裕
子

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

正
村
　
宣
広

事
務
長
補
佐
庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

主
幹
健
康
管
理
係
長

地
域
連
携
科
長

医
療
相
談
科
長

内
科
部
長

外
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

副
栄
養
科
長

理
学
療
法
士
長

臨
床
検
査
技
師
長

副
臨
床
工
学
技
士
長

看
護
師
長

副
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

課
長
補
佐

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

野
村
　
伸
弥

診
療
情
報
管
理
部

医
療
事
務
部

患
者
支
援
部

診
療
部

健
康
管
理
部

診
療
技
術
部

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

勝
山
　
　
修

庶
務
係
長

柳
澤
　
秀
夫

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

堀
内
　
和
子

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

小
宮
山
直
樹

介
護
障
が
い
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

高
藤
　
博
幸

事
務
次
長

企
画
課
長

  

小
野
澤
文
利

看
護
部

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

横
関
　
政
史

総
務
部
長

  

掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

土
屋
　
一
夫

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

山
口
　
正
彦

産
業
経
済
部
長

  

北
沢
　
　
達

都
市
整
備
部
長

  

橋
本
　
俊
彦

会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長

  

西
澤
　
　
浩

消
防
課
長

  

田
中
　
基
継

企
画
財
政
課
長

  

岩
下
　
正
浩

市
民
課
長

  

坂
井
　
美
嗣

子
育
て
支
援
課
長

  

土
屋
　
親
功

健
康
保
健
課
長

  

吉
澤
　
健
二

農
林
課
長

  

金
井
　
　
泉

商
工
観
光
課
長

  

小
菅
　
武
志

建
設
課
長

  

関
　
　
一
法

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

寺
島
　
　
尊

地
域
づ
く
り
支
援
室
長

（
企
画
財
政
課
長
兼
務
）

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  

清
水
　
敏
道

議
会
事
務
局
長

  

宮
嶋
　
武
彦

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

中
條
万
里
子

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

柳
澤
　
利
幸

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

防
災
係
長

消
防
団
係
長

課
長
補
佐

消
防
施
設
係
長

企
画
政
策
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

広
報
統
計
係
長

課
長
補
佐

地
域
づ
く
り
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

課
長
補
佐

国
保
年
金
係
長

課
長
補
佐

支
所
市
民
係
長

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

  

塚
田
　
　
篤

課
長
補
佐

環
境
対
策
係
長

課
長
補
佐

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

福
島
　
英
昭

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

子
育
て
支
援
係
長

保
育
係
長

課
長
補
佐

田
中
保
育
園
長

課
長
補
佐

滋
野
保
育
園
長

課
長
補
佐

祢
津
保
育
園
長

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

課
長
補
佐

下
水
道
係
長

出
納
係
長

北
澤
　
美
良

傳
田
　
和
子

（
副
参
事
兼
務
）

小
林
己
和
子

小
宮
山
勇
司

荒
井
　
秀
夫

柳
沢
眞
由
美

小
山
美
佐
子

武
井
　
淳
一

小
松
　
信
子

小
林
　
幸
司

清
水
　
　
悟

所
　
　
健
一

柳
澤
　
嘉
和

掛
川
　
一
郎

富
山
　
直
彦

山
邉
　
　
修

小
林
　
裕
次

山
田
　
正
仁

高
橋
　
則
幸

滝
澤
　
嘉
紀

関
　
　
博
一

関
　
　
貴
彦

み
ま
き
温
泉
診
療
所

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣１
　「
税
務
課
」を
、総
務
部
か
ら
市
民
生
活
部

に
配
置
替
え
し
ま
し
た
。

２
　
こ
れ
ま
で
の
市
民
課
を「
市
民
課
」と「
生

活
環
境
課
」に
再
編
し
ま
し
た
。

　
　
市
民
課
に
は
、こ
れ
ま
で
の「
市
民
係
」、

「
国
保
年
金
係
」、「
支
所
市
民
係
」の
３
係
を

配
置
し
ま
し
た
。

　
　
新
た
な
生
活
環
境
課
に
は
、交
通
安
全
・

防
犯
、消
費
生
活
等
を
担
当
す
る「
生
活
安

全
係
」、公
害
、動
物
愛
護
、温
暖
化
対
策
等

を
担
当
す
る「
環
境
対
策
係
」の
新
た
な
２

係
と
、こ
れ
ま
で
の「
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

係
」を
加
え
た
３
係
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
12
名
）

【
行
政
職
】小
出
哲
也（
企
画
財
政
課
）／
平
沢

組
織
の
一
部
変
更

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

希
和（
市
民
課
）／
佐
々
木
大
輔（
生
活
環
境

課
）／
田
中
佐
英（
子
育
て
支
援
課
）／
柄
澤
美

千
瑠（
福
祉
課
）／
小
山
佑
子（
商
工
観
光
課
）

／
塩
入
卓
也（
上
下
水
道
課
）／
久
保
敦（
上
下

水
道
課
）／
小
川
原
徹（
教
育
課
）

【
医
療
職
】加
藤
り
え（
市
民
病
院
）／
関
貴
代

美（
市
民
病
院
）／
土
屋
舞（
市
民
病
院
）

●
退
職
者（
10
名
）

加
藤
英
人（
市
民
病
院
事
務
長
）／
山
﨑
廣
男

（
参
事
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）／
成
澤
俊

夫（
健
康
保
健
課
長
）／
柄
澤
志
津
子（
人
権
同

和
政
策
課
長
）／
小
林
由
紀
子（
商
工
観
光
課

課
長
補
佐
）／
前
田
政
廣（
福
祉
課
副
主
幹
）／

熊
谷
善
幸（
上
下
水
道
課
副
主
幹
）／
青
手
木

裕
子（
市
民
病
院
助
産
師
）／
宮
﨑
久
美
子（
子

育
て
支
援
課
保
育
士
）／
柳
沢
大
作（
市
民
病

院
臨
床
工
学
技
士
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
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平成27年度 東御市の組織一覧です
4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。
多岐にわたる環境対策や生活相談に対応するため、「生活環境課」を新設しました。

市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
秘
書
課
長
兼
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）

黒
柳
　
智
生

樋
沢
　
　
聡

織
田
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雄

（
防
災
係
長
兼
務
）

清
水
　
　
誠

中
村
　
昌
彦

小
林
　
秀
行

重
田
　
雄
一

井
上
　
祐
一 

上
原
　
代
夫

深
井
　
芳
信

赤
尾
　
秀
彦

寺
田
　
嘉
彦

林
　
　
昌
男

小
森
　
忠
久

渋
谷
　
隆
志

柳
澤
　
　
亮

花
岡
　
清
一

早
川
み
ど
り

（
人
権
同
和
政
策
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

岩
下
　
雄
司

高
橋
富
士
子

秘
書
係
長

井
出
　
政
之

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

翠
川
　
洋
子

新
納
　
郁
子

（
地
域
連
携
科
長
兼
務
）

川
瀬
　
泰
弘

伊
藤
　
通
敏

高
橋
　
茂
雄

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

森
山
　
悦
代

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

武
田
　
英
俊

坂
口
　
光
枝

早
川
み
ど
り

瀬
下
　
澄
仁

山
内
　
智
晴

堀
田
　
雄
二

井
澤
　
裕
子

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

正
村
　
宣
広

事
務
長
補
佐
庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

主
幹
健
康
管
理
係
長

地
域
連
携
科
長

医
療
相
談
科
長

内
科
部
長

外
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

副
栄
養
科
長

理
学
療
法
士
長

臨
床
検
査
技
師
長

副
臨
床
工
学
技
士
長

看
護
師
長

副
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

課
長
補
佐

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

野
村
　
伸
弥

診
療
情
報
管
理
部

医
療
事
務
部

患
者
支
援
部

診
療
部

健
康
管
理
部

診
療
技
術
部

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

勝
山
　
　
修

庶
務
係
長

柳
澤
　
秀
夫

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

堀
内
　
和
子

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

小
宮
山
直
樹

介
護
障
が
い
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

高
藤
　
博
幸

事
務
次
長

企
画
課
長

  

小
野
澤
文
利

看
護
部

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

横
関
　
政
史

総
務
部
長

  

掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

土
屋
　
一
夫

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

山
口
　
正
彦

産
業
経
済
部
長

  

北
沢
　
　
達

都
市
整
備
部
長

  

橋
本
　
俊
彦

会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長

  

西
澤
　
　
浩

消
防
課
長

  

田
中
　
基
継

企
画
財
政
課
長

  

岩
下
　
正
浩

市
民
課
長

  

坂
井
　
美
嗣

子
育
て
支
援
課
長

  

土
屋
　
親
功

健
康
保
健
課
長

  
吉
澤
　
健
二

農
林
課
長

  

金
井
　
　
泉

商
工
観
光
課
長

  

小
菅
　
武
志

建
設
課
長

  

関
　
　
一
法

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

寺
島
　
　
尊

地
域
づ
く
り
支
援
室
長

（
企
画
財
政
課
長
兼
務
）

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  

清
水
　
敏
道

議
会
事
務
局
長

  

宮
嶋
　
武
彦

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

中
條
万
里
子

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

柳
澤
　
利
幸

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

防
災
係
長

消
防
団
係
長

課
長
補
佐

消
防
施
設
係
長

企
画
政
策
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

広
報
統
計
係
長

課
長
補
佐

地
域
づ
く
り
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

課
長
補
佐

国
保
年
金
係
長

課
長
補
佐

支
所
市
民
係
長

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

  

塚
田
　
　
篤

課
長
補
佐

環
境
対
策
係
長

課
長
補
佐

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

福
島
　
英
昭

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

子
育
て
支
援
係
長

保
育
係
長

課
長
補
佐

田
中
保
育
園
長

課
長
補
佐

滋
野
保
育
園
長

課
長
補
佐

祢
津
保
育
園
長

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

課
長
補
佐

下
水
道
係
長

出
納
係
長

北
澤
　
美
良

傳
田
　
和
子

（
副
参
事
兼
務
）

小
林
己
和
子

小
宮
山
勇
司

荒
井
　
秀
夫

柳
沢
眞
由
美

小
山
美
佐
子

武
井
　
淳
一

小
松
　
信
子

小
林
　
幸
司

清
水
　
　
悟

所
　
　
健
一

柳
澤
　
嘉
和

掛
川
　
一
郎

富
山
　
直
彦

山
邉
　
　
修

小
林
　
裕
次

山
田
　
正
仁

高
橋
　
則
幸

滝
澤
　
嘉
紀

関
　
　
博
一

関
　
　
貴
彦

み
ま
き
温
泉
診
療
所

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣１
　「
税
務
課
」を
、総
務
部
か
ら
市
民
生
活
部

に
配
置
替
え
し
ま
し
た
。

２
　
こ
れ
ま
で
の
市
民
課
を「
市
民
課
」と「
生

活
環
境
課
」に
再
編
し
ま
し
た
。

　
　
市
民
課
に
は
、こ
れ
ま
で
の「
市
民
係
」、

「
国
保
年
金
係
」、「
支
所
市
民
係
」の
３
係
を

配
置
し
ま
し
た
。

　
　
新
た
な
生
活
環
境
課
に
は
、交
通
安
全
・

防
犯
、消
費
生
活
等
を
担
当
す
る「
生
活
安

全
係
」、公
害
、動
物
愛
護
、温
暖
化
対
策
等

を
担
当
す
る「
環
境
対
策
係
」の
新
た
な
２

係
と
、こ
れ
ま
で
の「
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

係
」を
加
え
た
３
係
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
12
名
）

【
行
政
職
】小
出
哲
也（
企
画
財
政
課
）／
平
沢

組
織
の
一
部
変
更

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

希
和（
市
民
課
）／
佐
々
木
大
輔（
生
活
環
境

課
）／
田
中
佐
英（
子
育
て
支
援
課
）／
柄
澤
美

千
瑠（
福
祉
課
）／
小
山
佑
子（
商
工
観
光
課
）

／
塩
入
卓
也（
上
下
水
道
課
）／
久
保
敦（
上
下

水
道
課
）／
小
川
原
徹（
教
育
課
）

【
医
療
職
】加
藤
り
え（
市
民
病
院
）／
関
貴
代

美（
市
民
病
院
）／
土
屋
舞（
市
民
病
院
）

●
退
職
者（
10
名
）

加
藤
英
人（
市
民
病
院
事
務
長
）／
山
﨑
廣
男

（
参
事
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）／
成
澤
俊

夫（
健
康
保
健
課
長
）／
柄
澤
志
津
子（
人
権
同

和
政
策
課
長
）／
小
林
由
紀
子（
商
工
観
光
課

課
長
補
佐
）／
前
田
政
廣（
福
祉
課
副
主
幹
）／

熊
谷
善
幸（
上
下
水
道
課
副
主
幹
）／
青
手
木

裕
子（
市
民
病
院
助
産
師
）／
宮
﨑
久
美
子（
子

育
て
支
援
課
保
育
士
）／
柳
沢
大
作（
市
民
病

院
臨
床
工
学
技
士
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

市報とうみ（2015年 4月）19



　

2
月
26
日
、
市
長
と
教
育
長
、
教
育
委

員
が
教
育
条
件
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
協

議
・
調
整
を
行
う
「
東
御
市
総
合
教
育
会

議
」
を
設
置
し
、
市
役
所
で
初
会
合
を
開

き
ま
し
た
。

　
「
総
合
教
育
会
議
」
と
は
、
4
月
1
日

施
行
の
改
正
地
方
教
育
行
政
法
（
略
称
）

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
首
長
と
教
育
委

員
会
が
教
育
政
策
の
方
向
性
を
共
有
し
、

一
致
し
て
執
行
に
あ
た
る
こ
と
が
期
待
さ

市
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
以
前
か
ら
年
4

回
ほ
ど
開
い
て
い
た
市
長
と
教
育
委
員
と

の
懇
談
会
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、
同
法
施

行
を
前
に
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
法
に
は
教
育
委
員
長
と
教
育

長
を
一
本
化
し
た
新
「
教
育
長
」
の
設
置

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
教
育
長
の

任
期
満
了
、
ま
た
は
退
任
ま
で
は
、
従
来

ど
お
り
教
育
長
と
教
育
委
員
長
が
併
存
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
課　

青
少
年
教
育
係　

☎
64

－

５
９
０
６

　

平
成
27
年
市
議
会
第
1
回
定
例
会
が
2

月
24
日
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、平
成
27
年
度
の
一
般
・

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
各
予
算

案
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
各
会
計
の
補
正

予
算
案
、
条
例
案
、
人
事
案
等
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
追
加
と
な
っ
た
議
案
も
含
め

合
計
41
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
9
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
は
、
一

問
一
答
方
式
を
交
え
た
6
会
派
の
代
表
質

問
と
7
名
の
議
員
か
ら
個
人
質
問
が
行
わ

れ
、
市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
つ
い
て
熱

市
議
会
第
1
回
定
例
会

平
成
27
年
度
各
会
計
予
算
可
決

心
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
13
日
、
16
日
及
び
17
日
の
3
日

間
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
と
な
っ
た

議
案
及
び
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
の
閉
会
日
に
は
、
附
帯
意
見
を
付

し
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
め
、

市
の
提
案
し
た
議
案
に
対
し
て
全
て
原
案

可
決
及
び
同
意
が
さ
れ
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
5
月
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
を
、

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

2
月
21
日
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
に
あ

る
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
で
、「
日
本
一
の
く
る

み
！
＆
と
う
み
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
と
銘
打
ち
、

首
都
圏
の
人
に
東
御
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
産
の
ワ
イ
ン
や
地
ビ
ー

ル
、
く
る
み
菓
子
、
チ
ー
ズ
、
セ
ミ
ド
ラ

イ
巨
峰
な
ど
を
提
供
し
た
ほ
か
、
東
御
ワ

イ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
の
玉
村
豊
男
さ
ん
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
、
観
光
大
使
の
渡
辺
大
五
郎

さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
行
い
、
会
場

は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

オ
ー
ナ
ー
な
ど
も
参
加
し
、
来
場
者
と
直

接
話
を
し
て
、
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
64

－

５
８
１
０

銀
座
N
A
G
A
N
O
で

東
御
の
魅
力
を
P
R
！
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〈平成27年₃月31日付で転任・退職された先生〉

平成27年度 市内小中学校 校長 ・教頭一覧 （敬称略）

※東部中学校は教頭2人制です。

〈平成27年₄月₁日付で着任された先生〉

祢津小学校 小
こば

林
やし

　昭
あき

寛
ひろ

校長
 （小諸市立水明小学校　校長へ）

北御牧小学校 酒
さか

井
い

　秀
ひで

人
と

校長
 （長野市立裾花小学校　校長へ）

北御牧中学校 和
わ

田
だ

　敦
あつし

校長
 （長野市立安茂里小学校　校長へ）

田中小学校 吉
よし

池
いけ

　光
みつ

則
のり

教頭
 （千曲市立千曲東小学校　教頭へ）

東部中学校 篠
しの

原
はら

　謙
けん

治
じ

教頭
 （長野県屋代高等学校附属中学校　副校長へ）

祢津小学校 土
つち

屋
や

　哲
てつ

章
あき

校長
 （小海町立小海小学校教頭から）

北御牧小学校 小
こ

山
やま

　喜
よし

博
ひろ

校長
 （上田市立東塩田小学校教頭から）

北御牧中学校 細
ほそ

萱
がや

　昇
のぼる

校長
 （立科町立立科中学校教頭から）

田中小学校 橋
はし

詰
づめ

　文
ふみ

彦
ひこ

教頭
 （松本市立芝沢小学校教頭から）

東部中学校 冨
とみ

沢
ざわ

　孝
たかし

教頭
 （須坂市立墨坂中学校教諭から）

市内小中学校の校長・教頭の人事異動紹介

田中小学校 滋野小学校 祢津小学校 和小学校 北御牧小学校 東部中学校 北御牧中学校

校 長 岸
きし

田
だ

　明
あき

彦
ひこ

松
まつ

木
き

　智
とも

子
こ

土屋　哲章 長
なが

岡
おか

　秀
ひで

幸
ゆき

小山　喜博 江
え

村
むら

　智
ち

晴
はる

細萱　昇

教 頭 橋詰　文彦 原
はら

沢
さわ

　　浩
ひろし

増
ます

田
だ

　　清
きよし

勝
かつ

見
み

　藤
とう

一
いち

田
た

中
なか

　和
かず

幸
ゆき 宮

みや

﨑
ざき

　英
ひで

夫
お

冨沢　　孝
町
まち

田
だ

　達
たつ

彦
ひこ

▲滋野小学校 ▲田中小学校

▲北御牧中学校 ▲東部中学校 ▲北御牧小学校

▲和小学校 ▲祢津小学校

祝 

小
中
学
校
卒
業
式

　

市
内
で
は
3
月
18
日
に
中
学
校
で
、
19
日
に
は
小

学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
め
で

た
く
卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
は
、
学
友
や
恩
師
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
去
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　
小
学
校
２
８
６
名

　
中
学
校
３
１
０
名
で
し
た
。
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　4月の新園舎への移転を前に、田中保育園で閉
園式を3月20日に行いました。
　式典では、園児たちが元気いっぱいの声でお別
れの歌を披露したほか、慣れ親しんだ園舎に向
かって「すてきな思い出ができました。ありがと
うございました」と感謝の言葉を叫び、最後に参
加者全員でバルーンを飛ばして昭和61年建設の
旧園舎に別れを告げました。
　長きにわたり地域の子どもたちの成長を見届け
てきた旧園舎は、園児やその保護者、地域の皆さ
んに見守られる中、惜しまれながらも最後の一日
を終えました。

思い出いっぱいの園舎に別れ
田中保育園で閉園式

小
こ

山
やま

　凜
りん

花
か

ちゃん（加沢）
（１歳、H26. 4. 8生）

有
ある

賀
が

　恵
え

美
み

菜
な

ちゃん（中屋敷）
（１歳、H26. 4.15生）

池
いけ

内
うち

　一
いち

冴
ご

くん（出場）
（１歳、H26.04.26生）

須
す

田
だ

　愛
あい

莉
り

ちゃん（片羽）
（１歳、H26.04.25生）

　りんちゃん、１歳おめでとう！！かわ
いい笑顔に家族みんな癒されているよ。
にいに・ねえねと仲良く元気に育ってね
♥

　恵美菜おめでとう。一日一日大きくな
るあなたは本当に家族の宝物です。お兄
ちゃんと一緒に元気いっぱい大きくなっ
てネ。

　いっちゃん、１歳の誕生日おめでとう
♥とても小さく産まれた一冴、とにかく
無事に大きくなって、嬉しいです★これ
からも元気に、いっぱい遊ぼうね♥

　愛莉、１歳のお誕生日おめでとう！！
お姉ちゃん大好きな愛莉ちゃん♥♥これ
からも、姉妹仲良く元気に大きくなって
ね

誕生日おめでとう！（4月生まれ）

（対象者 5 月生まれの 1
●

 歳）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名
（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を
添えて、企画財政課広報担当までお送りください。
　締め切りは、4月9日（木）必着。

☆募集します！！☆

　

お
父
さ
ん
と
兄
弟
4
人
が
ミ
ニ

カ
ー
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

　

携
帯
ゲ
ー
ム
な
ど
は
、
一
人
遊

　
今
月
は
和
保
育
園
の
平ひ
ら

澤さ
わ

駿
し
ゅ
ん

く

ん
の
お
母
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

び
の
世
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ミ
ニ
カ
ー
遊
び
だ
と
兄
弟
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

　

普
段
け
ん
か
を
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
、
ミ
ニ
カ
ー
遊
び
を
し

て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
笑
顔
に
な
り
、

〝
仲
良
し
〟
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
最
近
、
ブ
ロ
ッ

ク
遊
び
が
ブ
ー
ム
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
お
も
ち
ゃ
の
ロ
ボ
ッ
ト
で

の
戦
闘
ご
っ
こ
も
大
好
き
で
す
。

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

最
近
、
ど
ん
な
遊
び
を

し
ま
し
た
か
？

家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の

様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

遊
び
を
通
じ
て
新
し
い

発
見
は
あ
り
ま
し
た
か
？

す す 育
く く てとうみっ子!!
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ぼ
く
は
、
六
年
間
な
か
な
か
で
き
な

か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
忘
れ

物
を
し
な
い
事
で
す
。
こ
れ
は
、
小
学
校

生
活
で
の
一
番
の
目
標
で
し
た
。
し
か
し
、

め
ん
ど
く
さ
が
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
目

標
を
達
成
で
き
ず
、
提
出
物
の
し
め
切
り

日
を
守
る
事
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
中
学
校
で
は
、
提
出
物

を
も
ら
っ
た
日
に
家
の
人
に
渡
す
等
し
て

期
限
を
守
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

忘
れ
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

六
年
の
反
省
・

中
学
校
へ
の
決
意

和
小
学
校
六
年

小こ
ば
や
し林

　
聖い
ぶ

輝き

●子どもに保育園や学校であったことを聴きましょう
●親も今日あったことを子どもに話しましょう
●子どもの将来の夢を聴きましょう
●親も今までの夢、これからの夢を子どもに話しま
しょう
●子どもの悩みや困ったことを聴いたら、自分の経験
を話し、アドバイ
スをしましょう
●親は自らの体験
を子どもに話し
ましょう

わが子の健やかな
成長のために

何でも相談できる子に
今月のメッセージ

東御市家庭の教育力向上を図る委員会

　

僕
の
周
り
に
は
い
つ
も
友
達
が
い
ま
す
。

朝
や
休
み
時
間
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り

鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

す
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
も
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
運
動
を
し
た
り
し
て
よ
く
遊
び
ま
す
。

学
校
で
の
学
習
や
生
活
で
も
、
多
く
の
友

達
を
協
力
し
て
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
中
学
校
に
進
学
し
ま
す
。

中
学
校
で
も
、
多
く
の
友
達
と
関
わ
り
、

さ
ら
に
沢
山
の
良
い
友
達
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

　

私
は
三
年
間
の
中
学
校
生
活
で
、
生
徒

会
活
動
や
部
活
動
な
ど
た
く
さ
ん
の
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ス
で
の
思

い
出
で
す
。

　

私
の
ク
ラ
ス
は
、
明
る
く
男
女
の
仲
が

良
い
個
性
豊
か
な
ク
ラ
ス
で
す
。
こ
の
ク

ラ
ス
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
三
年
で
の

学
芸
発
表
会
で
す
。
紅
葉
の
集
い
や
合
唱

な
ど
の
練
習
に
団
結
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
員
が
協
力
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
の

仲
間
の
絆

和
小
学
校
六
年渡わ

た

辺な
べ

　
颯は
や
と

一
員
で
あ
る
〝
証
〟
を
残
す
こ
と
が
で
き

た
、
最
高
の
学
芸
発
表
会
で
し
た
。
二
年

間
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
中
学
校
生
活
は
、
四
五
○

字
で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
思
い

出
が
つ
ま
っ
た
、
と
て
も
充
実
し
た
三
年

間
で
し
た
。
こ
れ
も
、
担
任
の
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
月

か
ら
、
私
は
高
校
に
進
学
し
ま
す
が
、
中

学
校
で
の
仲
間
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
新

た
な
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

三
年
間
の

中
学
校
生
活
を
終
え
て

東
部
中
学
校
三
年

斎さ
い

藤と
う

　
千ち

夏な
つ

※
い
ず
れ
の
作
文
も
、
今
春
の
卒
業
生
が
執
筆

し
た
も
の
で
す
。
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血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
の
中
を
通
る

と
き
に
血
管
に
か
か
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。

　

心
臓
は
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
毎
分
60
回
ほ

ど
拍
動
（
収
縮
と
拡
張
）
を
繰
り
返
し
て

血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
が
、
心
臓
が

収
縮
し
血
液
を
押
し
出
し
た
と
き
の
血
圧

を
「
収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧
）」、
心
臓

が
拡
張
し
た
と
き
の
血
圧
を
「
拡
張
期
血

圧
（
最
低
血
圧
）」
と
い
い
ま
す
。

　

心
臓
の
拍
動
は
休
む
こ
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
、
血
液
は
1
分
間
で
循
環
す
る
ほ
ど

の
速
さ
で
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

血
管
に
は
常
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

血
圧
に
は
主
に
二
つ
の
要
因
が
影
響
し

て
い
ま
す
。
一
つ
は
血
管
の
中
を
流
れ
て

い
る
血
液
量
、
も
う
一
つ
は
血
管
の
し
な

や
か
さ
で
す
。

　

全
身
の
血
液
量
は
、
体
重
の
13
分
の
1

な
の
で
、
体
重
が
多
い
ほ
ど
多
く
の
血
液

量
を
押
し
出
す
こ
と
に
な
り
血
圧
が
上
昇

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
活
き
と
健
康
で

お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
度
は

健
康
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
血
圧
」
に

つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

高
血
圧
予
防
編
１

　

ま
た
、
過
労
や
緊
張
、
ス
ト
レ
ス
、
喫

煙
な
ど
に
よ
り
血
管
の
壁
が
硬
く
な
る
と
、

心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ
る
圧
力
を
分
散
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

　

正
し
く
測
定
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は

左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

家
庭
で
血
圧
測
定
を
す
る
目
的
は
、
普

段
の
血
圧
の
状
態
を
正
確
に
知
る
こ
と
で

す
。
測
定
値
を
記
録
し
、
高
血
圧
が
続
く

と
き
や
変
動
が
激
し
い
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
血
圧
以
外
に
も
体
重
や
体
調
の

変
化
な
ど
と
併
せ
て
記
録
す
る
こ
と
で
自

己
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

健康保健課
健康増進係
☎64-8883

血
圧
値
と
は
？

血
圧
に
影
響
す
る
も
の
は
？

血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

●測るタイミングは1日2回（朝・夜）
朝 ： 起床後1時間以内（トイレの後、朝食前、

薬の服用前）
夜 ： 就寝前（入浴や飲酒の直後は避ける）

いすに座って
1～2分たって
から測定する。

薄手のシャツ
なら着たまま
でOK。

カフは心臓と
同じ高さに。

おいしいヘルシークッキング 99
　「生き活き長生き健康とうみ・高血圧予防編」と
合わせて、今年度は高血圧に配慮した薄味でもお
いしい料理や減塩のコツを紹介していきます。

おでん（1人分：エネルギー173kcal・塩分2.7g）

昆布	...............................16g
だいこん	.......................600g
厚揚げ	.............................1枚
こんにゃく	.......................1枚
ちくわ	.............................2本
砂糖	.........................小さじ2
薄口しょうゆ	.........大さじ1.5
塩	.........................小さじ1/2
かつおだし・	............... 250ml

❶昆布はかつおだしに浸して戻し、は
さみでカットして結ぶ。
❷だいこんとこんにゃくは好みの大き
さに切り、それぞれ茹でこぼす。
❸厚揚げは熱湯をかけて油抜きをして
から、好みの大きさに切る。
❹鍋にかつおだしと調味料、だいこん、
昆布を入れて20分ほど煮る。
❺続いて、厚揚げ、こんにゃく、ちくわ
を加えて20分ほど煮る。

材　料（4人分） 作り方

　海のない長野県では、ちくわなどの魚
肉練り製品を食べる文化がありますが、
練り製品には比較的多くの塩分が含ま
れています。日本人の1日当たりの食塩
摂取目標値は男性8g未満、女性7g未満
とされていますが、ちくわ1本には1.0～
1.3gの塩分があります。
　練り製品を料理に
使うときは、塩分が
多いことを考慮して
食べる量や調味料
を減らしましょう。

一口メモ減塩ポイント
　塩分を多く含む練
り製品を1品に抑え
てあります。
　また、汁はできるだ
け残しましょう。
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映画「じんじん」上映会
売上金の一部を市社協へ寄附

自
分
の
心
の
中
に
答
え
は
あ
る

み
ね
む
ら

し
ゅ
う
へ
い

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

峯
村

　修
平

（131）

　
「
も
う
話
し
た
の
か
い
？
」
こ
の
言
葉
は

結
婚
し
た
い
と
い
う
相
手
が
で
き
た
若
者

に
、
被
差
別
部
落
の
親
御
さ
ん
が
必
ず
尋

ね
る
言
葉
だ
そ
う
だ
。
な
ぜ
そ
う
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
分
か
る
だ
ろ
う
か
？
結

婚
と
い
う
明
る
い
未
来
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
に
…
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
、
家

庭
を
築
こ
う
と
歩
ん
で
い
る
人
た
ち
な
の

に
…
私
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
こ
の
部
落
差

別
と
い
う
不
当
で
非
道
な
差
別
を
残
し
て

い
く
の
だ
ろ
う
？
自
由
に
恋
愛
も
で
き
な

い
不
安
を
抱
え
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
苦
し
み
を
誰
が
押
し
つ
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？

　
「
も
う
部
落
差
別
な
ど
な
い
」
と
口
に
す

る
人
が
い
る
。
東
御
市
で
も
近
年
、
差
別

発
言
が
起
き
て
い
る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
悲
惨
な
状
態
は
目
を
覆
う
ば
か
り

で
あ
る
。
は
っ
き
り
と
見
え
な
く
な
っ
た

分
、
陰
湿
化
し
差
別
を
す
る
た
め
に
差
別

す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
気
が
す

る
。
し
か
し
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
は
ど

こ
で
誰
が
ど
ん
な
差
別
を
し
た
か
で
は
な

く
、
私
た
ち
自
身
の
心
の
中
に
答
え
が
あ

る
と
思
う
。
差
別
は
も
う
な
い
と
言
う
人

も
含
め
、
私
た
ち
は
差
別
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
気
づ
か
な
い
、
気
づ
こ
う
と
し
な
い

姿
勢
こ
そ
が
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
原
因

　

2
月
25
日
、
東
御
市
民
間
介
護
・
福
祉

事
業
所
連
絡
会
と
市
の
共
催
で
、
高
齢
者

の
健
康
の
捉
え
方
に
つ
い
て
考
え
る
、
介

護
従
事
者
向
け
の
研
修
会
を
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
首
都
大
学

東
京
大
学
院
教
授
の
星ほ

し

旦た
ん

二じ

さ
ん
に
よ
る

「
高
齢
者
の
心
と
健
康
」
に
つ
い
て
の
基

調
講
演
と
、
事
業
所
職
員
等
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
は
、
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
等
の
健
康
指
標
の
捉
え
方
に
つ
い
て
新

た
な
視
点
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な

り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
現
場
で
の
気

　市や市民の有志などでつくる映画「じんじ
ん」 東御市上映会実行委員会は3月6日、昨
年11月22日に開催した上映会の売上金から
29,700円余を市社会福祉協議会へ寄附しまし
た。
　映画「じんじん」は地域のつながりや親子
の絆を描いた作品で、市では映画を通じて地
域や人と人とのつながりの大切さを伝えること
を目的に、実行委員会を組織して上映しました。
　実行委員長の花岡市長から目録を受け取っ
た市社会福祉協議会の小

こば

林
やし

峯
みね

雄
お

会長は、「地
域に絆が持てるような活動に利用したい」と話
していました。

の
一
つ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

同
和
対
策
事
業
に
関
わ
っ
て
、「
部
落
の

人
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
」「
逆
差
別
だ
」
と

い
う
人
も
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
部
落
差

別
に
起
因
す
る
様
々
な
状
況
が
、
ま
た
新

た
な
差
別
を
生
み
だ
さ
な
い
た
め
の
重
要

な
施
策
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
私
た
ち
の

親
や
祖
父
母
世
代
、
先
祖
が
行
っ
て
し
ま
っ

た
部
落
差
別
の
負
の
遺
産
が
残
っ
て
い
る

以
上
、
そ
れ
を
解
決
す
る
の
は
今
生
き
る

私
た
ち
だ
と
思
う
。
加
え
て
、
東
御
市
に

お
け
る
い
ち
早
い
下
水
道
の
敷
設
や
道
路

の
改
修
な
ど
、
私
た
ち
も
そ
の
恩
恵
に
浴

し
て
い
る
こ
と
も
覚
え
て
お
き
た
い
。

　
「
部
落
差
別
問
題
は
難
し
い
」
と
い
う

人
も
い
る
。
そ
う
だ
ろ
う
か
？
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
心
に
向
き
合
え
ば
解

決
で
き
る
問
題
だ
と
思
う
。
部
落
差
別
は

差
別
さ
れ
る
人
の
問
題
で
は
な
く
、
差
別

し
て
し
ま
う
側
の
問
題
だ
か
ら
、
私
た
ち

自
身
が
解
決
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々

に
も
う
一
度
部
落
差
別
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
て
ほ
し
い
。
実
際
に
差
別
に
苦
し

む
方
々
と
話
を
し
て
共
に
歩
ん
で
ほ
し
い
。

人
と
人
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
そ
の
こ
と
は
部
落
差
別
以
外
の
差

別
の
解
消
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

介
護
従
事
者
の
た
め
の
研
修
会
を
開
催

の
抜
け
な
い
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

の
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

▲首都大学東京大学院教授の
　星旦二さんによる基調講演
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市
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
お
悩
み

に
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る
、「
消

費
生
活
専
門
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
や
、
特
殊
詐
欺
な
ど
に
お
困
り
の
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
窓
口
へ
直
接

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

例
え
ば
…
こ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
注
文
し
て
い
な
い
「
健
康
食
品
」

が
代
金
引
換
で
届
い
た
。

●
サ
イ
ト
利
用
料
の
未
納
に
つ
い
て

裁
判
を
起
こ
す
な
ど
と
書
か
れ
た

ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。

●「
浄
水
器
を
無
料
で
点
検
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
、
訪
問
業
者
に
点
検
し

て
も
ら
っ
た
ら
、
家
の
改
修
工
事

を
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
た
。

●
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら

「
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
」
と
電

話
が
あ
り
、
指
示
に
従
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
生
活
専
門
相
談
窓
口

◆
相
談
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日

 

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

◆
時
　
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

◆
窓
口

　

市
役
所
本
館
１
階
西
側

 

（
生
活
環
境
課
生
活
安
全
係
隣
）

◆
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

 

（
ま
た
は
☎
64

－

５
８
９
６
）

相
談
方
法

4
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
ス
タ
ー
ト
の
季
節
】

　
新
し
い
こ
と
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

◦
誰
で
も
で
き
る
手
づ
く
り
味
噌

永な
が

田た　

十じ
ゅ
う
ぞ
う蔵

：
著

農
山
漁
村
文
化
協
会

◦
ひ
と
り
暮
ら
し
、
は
じ
め
ま
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
：
著

主
婦
の
友
社

◦「
就
活
」
と
日
本
社
会　

平
等
幻
想
を

超
え
て　
　

…
…
…
常つ

ね

見み　

陽よ
う

平へ
い

：
著

◦
誰
が
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
奪
っ
た
の
か
？

　

上
・
下
…
ヘ
ド
リ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス
：
著

◦
私
た
ち
は
今
で
も
進
化
し
て
い
る
の
か
？

…
…
…
マ
ー
リ
ー
ン
・
ズ
ッ
ク
：
著

◦
ま
い
に
ち
の
中
高
生
の
お
弁
当
２
５
０

…
…
…
食
の
ス
タ
ジ
オ
：
著

◦
日
本
の
「
運
命
」
に
つ
い
て
語
ろ
う

…
…
…
浅あ

さ

田だ　

次じ

郎ろ
う

：
著

◦
虫
愛
づ
る
姫
も
ど
き

…
…
…
お
の　

り
え
ん
：
作

◦
そ
れ
い
け
！
ぼ
っ
こ
く
ん

…
…
…
富と

み

安や
す　

陽よ
う

子こ

：
作

◦
こ
っ
ち
へ
お
い
で
、
あ
そ
ぼ
う
よ

…
…
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
：
絵

◦
ト
ヤ
の
ひ
っ
こ
し

…
バ
ー
サ
ン
ス
レ
ン
・
ボ
ロ
ル
マ
ー
：
絵

◦
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ラ
イ
オ
ン
を
か
く
す
に
は

…
…
…
ヘ
レ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
：
作

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 ❻ 7 8 9 10 11
12 � 14 15 16 17 18
19 � 21 22 23 � 25
26 � 28 29 30

4 月の開館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間 平日／9:00〜18:30
 土・日・祝日／9:00〜17:00

新
着
本
案
内

一
般
書

児
童
書

東御市立図書館 ☎64-５８８6

図
書
館
へ
行
こ
う
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東
部
地
区
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
電

球
を
「
そ
の
他
ご
み
」
と
し
て
陶
器
や
ガ

ラ
ス
、ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
と
一
緒
に
分
別
・

収
集
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら「
有

害
ご
み
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
変
更
は
、
多
く
を
埋
め
立
て
処

※
分
別
・
収
集
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

電
球
の
分
別
方
法
が変わ

り
ま
し
た

東
部
地
区

電球の出し方
東部地区

出
し
方

収
集
日

北御牧地区

透明のポリ袋に入れて、
ごみステーションに出す

名前を記入した川西指定袋（青色）
に入れて、ごみステーションに出す

【有害ごみの日】
₆月と₁月の
第₃水曜日

【もやせないごみの日】
●毎月第 1 水曜日
　八重原、羽毛山、大日向
●毎月第 2 水曜日
　下之城、御牧原、布下、島川原

お
か  

だ

か  

す
み

身
体
教
育
医
学
研
究
所
総
務
主
任
兼
指
導
員

　岡
田

　佳
澄 �

い
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
し
ん
た
い
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
邪

魔
し
て
、
講
話
や
体
操
を
行
い
ま
す
。
難

し
い
運
動
は
、
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
当
日

は
、
誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
「
ゆ
っ
く

り
体
操
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
楽
し
く
お
伝

え
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
長
野
県
の
方
言
で
あ
る

「
ず
く
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。
健
康
長
寿
へ

の
第
1
歩
、
ま
ず
は
、「
ず
く
」
を
出
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
今
年
度
は
、
昨

年
度
か
ら
東
御
市
で
行
っ
て
い
る
「
ず
く

だ
す
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
も
つ

な
が
っ
て
、『
ず
く
出
し
教
室
』
に
参
加

し
た
ら
、
1
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

　

ご
自
身
の
区
の
開
催
日
に
つ
い
て
は
、

福
祉
運
営
委
員
の
方
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

※
健
康
寿
命　

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
に
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間（
厚
生
労
働
省
）

　
〝
健
康
長
寿
！
元
気
に
長
生
き
！
〟
誰

も
が
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

長
野
県
は
男
女
と
も
平
均
寿
命
日
本
一

で
す
が
、「
健
康
寿
命
」※
を
示
す
数
字
も

全
て
日
本
一
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

東
御
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
元

気
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

様
々
な
運
動
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
〝
し
ん
た
い
の
『
ず

く
出
し
教
室
』〟。
各
区
の
福
祉
運
営
委
員

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、

1
年
を
か
け
て
各
区
を
巡
回
し
な
が
ら
の

開
催
が
5
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ゆ
っ
く
り　

じ

ん
わ
り　

効
く
体
操
」。
最
近
、
注
目
の

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
ス
ロ
ト
レ
」
は
、

名
前
の
と
お
り
、
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
行

な
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
体
操
の
こ
と
で
す
。

負
荷
が
軽
く
、
少
な
い
回
数
で
、
効
果
的

に
筋
肉
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
「
成
長

ホ
ル
モ
ン
」
が
活
発
に
分
泌
さ
れ
、
若
返

り
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り

を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
動
き
や
す

各
区
を
巡
回
、
し
ん
た
い
の

『
ず
く
出
し
教
室
』
へ
の
お
誘
い

▲電球はリサイクルできないため、手作業で取り
除いています

理
し
て
い
た
陶
器
の
破
片
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
、
一
緒
に

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
な
い
電
球
の
混
入
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め
、
適

切
な
分
別
・
収
集
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
北
御
牧
地
区
に
お
い
て
は
分
別

方
法
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

4 月の納税 （納期限 4 月30日）

◦固定資産税・都市計画税（1期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成27年 2月 平成26年 2月
最高気温 14.6℃（22日） 17.7℃（03日）
最低気温 −	7.1℃（14日） −	11.1℃（11日）
平均気温 1.3℃ −	0.9℃
平均湿度 67.7％ 73.2％
降 水 量 10.5㎜ 84.5㎜

市内交通事故統計  2月分
平成27年 2月28日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 18件 31件 ＋08件
傷 　 者 24名 40名 ＋15名
死者（注2） 00名 00名 ±00名

こちら119（東御消防署）
＝ 2月の火災・救急件数＝

火災 1件 （2件） 救急 75件 （176件）

（注1）平成27年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

●問い合わせ先
　税務課　資産税係　☎ 62－1111（代表）

　固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）時点で土地・
家屋・償却資産を所有している方に課税される税金で
す。１月２日以降に所有権の移転や取り壊しを行った
場合でも、その年度分の固定資産税は課税されること
となります。

相 談 事 例

　私は、今年の 1 月 5 日に、市内に所有してい
た家屋を取り壊したのですが、4 月に届いた納税

通知書の課税明細を確認したところ、その家屋が記載
されたままでした。なぜでしょうか。

　この家屋については、賦課期日の１月１日時点
で取り壊されていなかったため、今年度分につい

ては固定資産税が課税されることになります。

　私は、所有している土地を今年の 5 月に売買
する予定です。５月以降分の固定資産税について

は、売買した相手に納税通知書を送付して欲しいので
すが。

　地方税法上の納税義務者は、賦課期日の１月１
日時点の所有者の方となりますので、売買した相

手に対し納税通知書を送付することはできません。
　そのため、売買された相手の方とお話し合いの上、
納付をお願いいたします。

固定資産税の賦課期日は
１月１日です

ワンポイント
　　アドバイス

カッコ内は平成27年1月からの累計
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〈広告欄〉

　国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合、
被保険者本人、配偶者、世帯主の前年所得額に応じて、
保険料の納付が「全額免除」、「一部納付（一部免除）」
または「納付猶予」される制度があります。また、学
生の方には「学生納付特例制度」があります。
　免除等の申請窓口は市民課国保年金係または小諸年
金事務所です。申請の際は、年金手帳、認印のほか、
学生の場合は学生証または在学証明書をお持ちくださ
い。

　退職（失業）による特例免除を申請されますと、通
常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査
を行い、保険料の納付が免除されます（配偶者、世帯
主に一定の所得があれば認められない場合がありま
す）。特例免除を希望する方は、上記の持ち物のほか
にハローワークの証明書（雇用保険被保険者離職票、
雇用保険受給資格者証等）をお持ちください。

平成27年度
　国民年金保険料のお知らせ

保険料の納付が困難なときは、
免除・猶予の申請を！

退職（失業）による特例免除※現金支払いの方には、₄月上旬に日本年金機構から平成27年
度分の納付書が郵送されます。₆カ月分または₁年分の前納
を希望される方は、同封の納付書により₄月末までに納付し
てください。

※口座振替の方にも₁カ月前納制度（早割）、₆カ月前納等が
あります。詳しくは下記へお問い合わせください。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75 －8810（代表）

平成27年度	現金支払いの保険料
納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分

現金支払（月々） 15,590円 93,540円 187,080円

現金支払（前納）
【割引額】

－
92,780円

【760円】
183,760円

【3,320円】

4月からの保険料は、

月額	15,590円（年額	187,080円）

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
27
年
1
月
及
び
2
月
に
寄

附
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。）

〈
寄
附
金
〉

◦（
特
非
）東
御
市
体
育
協
会　

様

　
（
現
金
1
万
３
８
0
４
円
）

◦
株
式
会
社
ミ
ク
ニ　

様

　
（
現
金
３
０
０
万
円
）

　

公
表
に
つ
い
て
は
、
同
意
を
い
た

だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
芳

志

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

財
政
係

　

☎
64

－

５
９
０
１

国 民 年 金 アド バ イ ス

＠とうみあっと

QRコード市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

配信情報

tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　登録をご希望の方は、下記の
メールアドレスへ空メールを！
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ートピックスー　地域の話題

　₂月21日から₃月22日までの約₁カ月間にわたり、旧北国街道
海野宿で「海野宿ひな祭り」が開かれました。
　この催しは、地元の住民有志らでつくる実行委員会が企画した
初の試みで、街道沿いの約30軒の古民家に江戸時代以降のひな人
形が展示され、夜間には人形のライトアップも行われました。ま
た、28日夜には行灯が街道に並べられ、訪れた人は夜の宿場の雰
囲気を楽しみながら街道を歩き、明かりがこぼれる格子戸を覗き
込んでは艶やかな人形に見入っていました。

　₃月₁日、東御清翔高校で卒業式が開かれ、96名
（₄年生10名、₃年生86名）の卒業生が学び舎を巣
立ちました。式典では、卒業生代表の堀

ほり

口
ぐち

大
だい

地
ち

さん
が「ここで学んできたことを活かし、₃年間、₄年
間を無駄にしないように精一杯取り組みたい」と新
たな道に進む決意を述べました。
　また、13日には長野救命医療専門学校の卒業式が
開かれ、₃年間の課程を修了した第₇期生39名（救
急救命士学科27名、柔道整復師学科12名）が学び舎
をあとにしました。

　₂月22日、北御牧地区で恒例の冬季スポーツ大会が
ふれあい体育館などを会場に開催されました。
　実施競技は、バスケットボール、卓球、ゲートボール、
綱引きの₄競技で、地域の老若男女が区対抗の熱戦を
繰り広げました。
　北御牧中学校体育館で行われた綱引きでは、監督の
指揮の下、地域の力自慢たちがタイミングを合わせなが
ら力を込めて綱を引っ張りました。

　₃月₁日、特産物を活用した「地域の食」などについて学ぶ「東御市
味のセミナー」が市中央公民館で開催されました。
　このセミナーは、市内の農業女性団体などでつくる実行委員会が毎
年開いているもので、今回のテーマは「手軽に作れる！干し野菜料理」。
参加者は、実行委員が用意した試食を味わいながら、夏場にたくさん採
れるトマトやなすなどの乾燥方法や、これらを使った料理を学びました。
　続いて、長野市鬼無里地区で活動する女性グループ「リピーターおで
やれプロジェクト」による講演が行われ、同地区の冬場の保存食として
継承されている「干

ひ

葉
ば

（乾燥させた野沢菜）」などが紹介されました。

地域住民の親睦・交流を
北御牧地区で冬季スポーツ大会開催

干し野菜の魅力を知って！
農業女性団体が農家の知恵を発表

自信と誇りを胸に新たな門出
市内の高校・専門学校で卒業式

格子戸越しに艶やかなひな人形
海野宿で初のひな祭り開催

▲東御清翔高校

▲長野救命医療専門学校

▲リピーターおでやれプロジェクトの講演

▲綱引き

▲卓球

▲夜間のライトアップ（₂月28日）

（2015年 4月）市報とうみ 30



ートピックスー　地域の話題

　小学校₅、₆年生の県内有力選手がアルペンスキーの技術を
競う、「第56回菅平シュナイダー記念スキー大会」（上田市）が
₃月₇、₈日の₂日間にかけて開かれ、湯の丸スキークラブ所
属の祢津小学校₆年、桑

くわ

原
ばら

太
たい

陽
よう

さん（今春同校卒業）が₂位の
好成績を収め、JOCジュニアオリンピックカップ2015の県代
表に選出されました。
　今回の活躍を報告するため₃月20日に市役所を訪れた桑原さ
んは、「将来はオリンピック選手になって優勝したい」と語り、
さらなる飛躍を誓っていました。

　平成25年度中学生ホームステイのホストファミリーで、シ
ドニー市内に住むネイラーさん一家が、₃月16日に東御市を
訪れ、18日までの₃日間滞在しました。
　今回の訪問は、ホームステイで交流し、その後も電子メー
ルでやり取りを続けてきた佐

さ

藤
とう

孝
こう

一
いち

さん（東部中学校を今春
卒業）を訪ねる形で実現したもので、一家は佐藤さんをはじ
めとする当時のホームステイ参加者と交流したほか、18日に
はネイラーさん夫妻が卒業式に参加し、佐藤さんの門出を祝
いました。

　滋野コミュニティーセンターで₃月15日、NPO 法人市民福祉団
体全国協議会専務理事で、NPO のマネジメントなどに詳しい田

た

中
なか

尚
なお

輝
き

さんが「共感と支えあいの社会へ」というテーマで講演し
ました。
　この講演会は、地域づくり組織「しげの里づくりの会」（吉

よし

田
だ

周
しゅう

平
へい

会長）が、地域に支えあいの仕組みをつくろうと企画した
もので、田中さんは「自分たちでつくる新しい公共が必要」と述
べた上で、食事や移動の支援を行う地域福祉サービスを住民の
手でつくることの重要性などを訴えていました。

2
・
22
▼ 

第
9
回
市
消
防
団
音
楽
隊
演

奏
会

3
・
16
▼ 

市
環
境
審
議
会
が
東
御
市
生

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
基
本

設
計
に
つ
い
て
答
申

3
・
15
▼ 

田
中
保
育
園
新
園
舎
建
物
見

学
会

2
・
23
▼ 

市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
が
湯

の
丸
高
原
施
設
整
備
基
本
構

想
案
を
答
申

3
・
25
▼ 

北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

竣
工
式

ホームステイがきっかけで深まる交流
豪・ホストファミリーが東御市を訪問

地域における支えあいを！
しげの里づくりの会で勉強会

アルペンスキー　桑原太陽さん
JOCジュニアオリンピックカップ2015出場

▲市役所を訪れた桑原さん（写真左）とコーチの小林隼也さん

▲ネイラーさん一家を歓迎して行われた夕食会（₃月16日）

▲「新しい公共」について語る田中さん

で
き
ご
と
短
信
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（3月１日現在）

世帯数
11,715世帯（− 5）

総人口
30,899人（−26）
男	15,244人（−13）
女	15,655人（−13）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入	 72人
転出	 80人
出生	 17人
死亡	 36人
その他	 1人増
※カッコは前月対比

●	
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長
野
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東
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●	

編
集
／
東
御
市
総
務
部
企
画
財
政
課		

●
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

平成27年
4月1日発行

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

編

集

後

記

▼
15
頁
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
中
央

公
園
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
改
修
前
の
滑
り
台
は

平
成
10
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

休
日
に
は
大
勢
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
滑
り

台
で
遊
ん
だ
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

▼
遡
る
こ
と
2
年
前
、
広
報
担
当
に

な
っ
た
ば
か
り
の
私
は
、
表
紙
に
使

う
写
真
が
撮
れ
ず
、
締
め
切
り
を

前
に
焦
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
こ
の

滑
り
台
。
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
公

園
に
行
き
、
滑
り
台
で
遊
ぶ
親
子
の

協
力
を
得
て
、
期
待
ど
お
り
の
写
真

が
撮
れ
ま
し
た
。
▼
新
し
い
滑
り
台

の
竣
工
式
で
は
、
2
年
前
の
記
憶
が

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
広
報
誌
の
編

集
は
毎
月
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
で
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
難
し

い
仕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
ま
た
初
々
し
い

気
持
ち
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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担
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No.13

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4時〜
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71−6790 東御市　市民活動団体 検索

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

田沢おらほ村活性化委員会

　当委員会は、「少子化で寂しくなった地域に、地元の人や
来訪者が集まって楽しめる場をつくろう」と、平成24年に
田沢区内の住民有志が立ち上げた地域活動団体です。現在は
30代から70代までの17名で活動し、毎月開かれる会合（通
称：村議会）では各自が気ままに意見を述べ、地域の活性化
に向けた取り組みを検討しています。
　発足から今日に至るまでは、湯楽里館やワイナリー、ゴル
フ場などの観光スポットを訪れる来訪者の皆さんが地域の史
跡や名所にも足を伸ばせるように、市の地域づくり活動補助
金を活用して、ガイドマップの作製や案内看板の設置、里山
の遊歩道整備などを進めてきました。

設立の経緯と主な活動

　これまでに整備してきたマップや案内看板、遊歩道
などを活用し、地域に人の輪をつくることが今後の課
題です。そこで今年度は、区との協働で史跡めぐりや
遊歩道の散策などを計画し、区民の交流の機会をつく
りたいと考えています。
　また、地元の人も来訪者も、気軽に立ち寄りお茶を
飲みながら話ができる、「縁側カフェ」を開設する構想
の実現も目指しています。

人が集える地域を目指して…

▲児玉山遊歩道の整備

▲案内看板の設置作業


